
桃・ぶどう日本一と温泉の郷笛吹市

H20.3.12　八田家書院でひな祭り
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川中島合戦戦国絵巻大神幸祭(おみゆきさん) 石和よっちゃばれソーラン祭

　
「
み
ず
ウ
オ
ー
ク
」
は
、
「
水
辺
の
豊

か
な
自
然
の
中
を
歩
い
て
健
康
づ
く
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
岡

崎
朋
美
さ
ん
が
、
ゲ
ス
ト
ウ
ォ
ー
カ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　
桃
の
花
が
真
っ
盛
り
の
笛
吹
市
の
春
を
、

笛
吹
川
沿
い
や
金
川
の
森
を
歩
き
な
が

ら
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分
受
付

■
集
合
場
所
　
清
流
公
園
芝
生
広
場

■
コ
ー
ス
（
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
ス
タ

ー
ト
と
ゴ
ー
ル
は
清
流
公
園
で
す
）

▽
７
㎞
　
笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
↓
鵜
飼
橋
↓
小
林
公
園
足
湯
折
返

し
↓
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

▽
10
㎞
　
笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
↓
金
川
の
森
公
園
か
ぶ
と
む
し
の

森
駐
車
場
折
返
し
↓
英
橋
↓
笛
吹
橋

↓
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

▽
20
㎞
　
笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
↓
金
川
の
森
公
園
か
ら
金
川
上
流

↓
四
の
橋
↓
金
川
下
流
↓
笛
吹
橋
↓

同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
↓
春
日
居

駅
前
足
湯
折
返
し
↓
同
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド

■
主
催
　
笛
吹
市
、
読
売
新
聞
社
、
社

団
法
人
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

■
参
加
費
（
当
日
申
込
）

　
高
校
生
以
上
　
７
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

・
読
売
新
聞
東
京
本
社
事
業
開
発
部

「
み
ず
ウ
オ
ー
ク
」

☎
０
３
（
５
１
５
９
）５
８
８
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp

:/
/

in
fo

.y
o

m
iu

ri.c
o

.jp
/

e
v

e
n

t

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）３
３
３
８

　
「
第
４
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の
里

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
開
催
に
伴
い
、
会
場

で
あ
る
一
宮
町
内
の
主
要
道
路
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
、
一
部
の
道
路
が
交
通
規

制
さ
れ
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ラ
ン
ナ
ー
が
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
通
過

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ー
ス
上
に
駐
車
さ
れ
た
車

両
は
ラ
ン
ナ
ー
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
路
上
へ
の
駐
車

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ラ
ン
ナ
ー
は
市
役
所
一
宮
支

所
前
を
午
前
９
時
45
分
に
出
発
す
る
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
皮
切
り
に
、
親
子
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
10
㎞
の
部
の
順
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
区
間

①
市
道
「
一
宮
坪
井
線
」

坪
井
熊
野
神
社
南
交
差
点
〜
七
五
三

石
交
差
点
〜
本
都
塚
交
差
点
〜
浅
間

神
社

②
県
道
「
市
之
蔵
・
山
梨
線
」

　
浅
間
神
社
〜
相
興
交
差
点
〜
矢
作
橋

③
県
道
「
山
梨･

御
坂
線
」

国
道
20
号
鷺
堂
交
差
点
北(
一
宮
東
原

竹
原
田
交
差
点)

〜
七
五
三
石
交
差
点

〜
田
中
交
差
点

④
小
城
八
幡
橋
線
（
広
域
農
道
）

国
道
20
号
両
ノ
木
神
社
北
交
差
点
〜

本
都
塚
交
差
点
〜
小
城
交
差
点
〜
新

日
川
橋

⑤
日
川
左
岸
協
定
道
路

　
新
日
川
橋
〜
矢
作
橋

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

昨年の大会風景

広報ふえふき��2008.04�No.43
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笛吹市の特徴

生活習慣病人数（40～74歳）

国民健康保険の目標値（※国の定める目標値を参照しました）

○加入者の状況

平成18年度

平成18年度

広報ふえふき��2008.04�No.43

� 総人口� 34,957� 36,988� 71,945

� 被保険者� 15,707� 17,092� 32,797� 23.4%�

�健診受診者� 3,404� 4,265� 7,669

健診実施率全　体 男　性 女　性 計

� 総人口� 15,318� 15,907� 31,225

� 被保険者� 8,206� 8,601� 16,807� 33.6%�

�健診受診者� 2,442� 3,205� 5,647

健診実施率40～74歳 男　性 女　性 計

総人口71,945人のうち国保加入者は、32,797人で加入率は45.6%となっています。
このうち、40～74歳被保険者は16,807人で全被保険者の51.2%となっており、およそ半分を占めています。
また、40～74歳の被保険者の健診受診者は5,647人で33.6%となっています。

� 6,084� 5,665�� 1,988� 4,061� 2,615� 746� 437� 592� 1,721� 611� 187� 83

� 36.2%� 33.7%�� 11.8%� 24.2%� 15.6%� 4.4%� 2.6%� 3.5%� 10.2%� 3.6%� 1.1%� 0.5%

人工透析

16,807

被保険
者数

1カ月の
受診者数

生活
習慣病

糖尿病
高血圧性
疾患及び
合併症

高脂血症
高尿酸
血症

脂肪肝 動脈硬化 心疾患
脳血管
疾患

インスリ
ン

・平成18年度の国保の40～74歳の受診率
は33%でした。

・平成19年度も皆さんの受診状況から33%
は見込める見通しですので、平成20年度
の健診受診率を34%としました。

・平成24年度には受診率を65%、保健指導
実施率を45％と設定しました。

・多くの皆さんが安心して受診できるよう
体制整備にも努め、そして、24年度まで
に内臓脂肪症候群該当者・予備軍を10％
減らせるよう皆さんとともに努力してい
きたいと思います。

�
Ｈ20� Ｈ21� Ｈ22� Ｈ23� Ｈ24

� 34%� 42%� 50%� 57%� 65%

� 45%� 45%� 45%� 45%� 45%

����� 10%

特定健診受診率
（または結果把握率）

特定保健指導実施率
（または結果把握率）

内臓脂肪症候群の
該当者・予備軍の

減少率

※特定健診・特定保健指導は、その成果によ

って、新しくはじまった高齢者医療制度に

おいて後期高齢者支援金の加算減算にも

つながります。皆さんが健診を受け、健康

でいることは笛吹市国民健康保険の財政

負担を考える上でも欠かせません。年に一

度は健診を受け、積極的に健康づくりに取

り組み、いつまでもイキイキと過ごしまし

－�4月から特定健診制度が始まります�－
　4月から特定健康診査・特定保健指導がはじまります。
　笛吹市国民健康保険では、市の健診受診状況や生活習慣病の現状分析を行いました。そして、平成24
年度には健診受診率を65％、保健指導実施率を45％、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の
該当者・予備軍減少率を10％（平成20年度比）とする目標値を設定しました。

■問合せ先　　市民環境部　国民健康保険課　☎０５５(２６２)４１１１

�
�　

戸
籍
法
と
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
人
に
な
り

す
ま
し
た
第
三
者
に
よ
る
虚
偽
の

申
請
を
防
止
し
、
市
民
の
個
人
情

報
を
守
る
た
め
、
５
月
１
日(

木)

か

ら
、
窓
口
で
申
請
書
を
提
出
し
た

方
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書

▽
戸
籍
関
係

戸
籍
謄
抄
本
、
除
籍
謄
抄
本
、

改
製
原
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
の

附
票
の
写
し
、
身
分
証
明
書
、

不
在
籍
証
明
書
、
受
理
証
明
書
、

不
受
理
証
明
書
、
届
書
記
載
事

項
証
明
書
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
者
提
出
用
証
明
書
、
婚
姻

用
件
具
備
証
明
書
、
そ
の
他
戸

籍
に
関
す
る
行
政
証
明

　
▽
住
民
票
関
係

住
民
票
の
写
し
（
除
票
・
改
製

原
を
含
む
）
、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
、
そ
の
他
住
民
票
に
関
す

る
行
政
証
明

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
戸
籍
住
民
課

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

４
１
１
１�

特定健診・特定指導対象者推計

�Ｈ20� 16,807� 33.6%� 5,647� 1,736�� 9.0%� 507� 4.8%� 274

�Ｈ21� 16,807� 41.6%� 6,990� 2,193�� 9.1%� 633� 5.1%� 354

�Ｈ22� 16,807� 49.6%� 8,335� 2,652�� 9.1%� 758� 5.2%� 435

�Ｈ23� 16,807� 57.6%� 9,679� 3,109�� 9.1%� 884� 5.3%� 515

�Ｈ24� 16,807� 65.6%� 11,022� 3,565�� 9.2%� 1,009� 5.4%� 595

積極支援
笛�吹

特定健診 保健指導の実施率

被保険者 実施率 実施人数 動機付け保健指導対象者数

〇運転免許証　〇旅券（パスポート）　〇船員手帳　〇海技免状　〇小型船舶操縦

免許証　○猟銃・空気銃所持許可証　○戦傷病者手帳　○宅地建物取引主任者証　

〇電気工事士免状　〇無線従事者免許証　〇認定電気工事従事者認定証　○特殊電

気工事資格者認定証　○耐空検査員の証　○航空従事者技能証明書　〇運航管理者

技能検定合格証明証　〇動力車操縦者運転免許証　〇教習資格認定証　〇写真付き

住民基本台帳カードまたは写真付き公務員の身分証　〇警備業法第23条第４項に規

定する合格証明書　〇外国人登録証明書

　（１）のいずれか２枚以上の提示

　（１）の書類いずれか１枚以上と（２）の書類のいずれか１枚以上の組み合わせの提示

(１）〇国民健康保険・健康保険・船員保険または介護保険の被保険者証　〇共済組合員証　

〇国民年金手帳　〇国民年金・厚生年金保険または船員保険に係る年金証書　〇共済

年金または恩給の証書　〇住民基本台帳カード（写真なし）　〇交付請求書上に押印し

た印鑑に係る印鑑登録証明書またはその他市長がこれらに準ずるものとして適当と認

める書類

（２）〇学生証　〇法人（国または地方公共団体を除く）が発行した身分証　〇国または地方

公共団体の機関が発行した写真付きの資格証明書（※（１）の書類を除く）またはその他

市長がこれらに準ずるものとして適当と認める書類

１枚の提示でよいもの

組み合わせによる提示
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市
で
は
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中

で
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
市

役
所
の
組
織
機
構
を
変
更
し
ま
す
。

（
本
庁
舎
）

▼「
経
営
政
策
室
」を「
経
営
政
策
部｣

と
し
、

部
内
に｢

経
営
企
画
課
」
の
ほ
か
、「
財
政

課
」
、「
情
報
政
策
課
」
を
加
え
た
組
織

と
す
る
こ
と
で
、
経
営
政
策
部
門
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

▼
「
国
民
健
康
保
険
課
」
内
に
医
療
制
度

改
革
に
伴
い
「
国
保
保
健
指
導
担
当
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

▼
「
農
林
振
興
課
」
内
に
芦
川
地
域
の
活

性
化
推
進
を
図
る
た
め
「
芦
川
地
域
活

性
化
推
進
担
当
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▼
「
健
康
づ
く
り
課
」
の
担
当
を
「
健
康
企

画
担
当
」
、「
母
子
保
健
担
当
」
、「
成
人

保
健
担
当
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

（
南
館
）

▼
公
営
企
業
部
の
組
織
を
見
直
し
、「
業

務
課
」
、「
水
道
課
」
、「
下
水
道
課
」
に
再

編
し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
の
学
校
給
食
事
業
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
共
同
調
理
場
統
括

セ
ン
タ
ー
」
を
廃
し
、
新
た
に
「
学
校
給

食
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

�
�　

３
月
24
日
、
建
設
部
、
公
営
企
業
部
、
教

育
委
員
会
、
お
よ
び
保
健
福
祉
部
児
童
課

が
南
館（
旧
峡
東
病
院
）に
移
転
し
ま
し
た
。

※
こ
の
移
転
に
伴
い

▽
石
和
地
域
の
土
木
関
係
業
務
、
上
下
水

道
業
務
、
お
よ
び
地
域
教
育
業
務
は
、

全
て
建
設
部
、
公
営
企
業
部
、
教
育
委

員
会
で
対
応
し
ま
す
。

▽
八
代
支
所
で
は
、
建
設
部
が
移
転
し
た

こ
と
に
よ
り
、
土
木
関
係
事
務
を
新
た

に
担
当
し
ま
す
。

▽
春
日
居
支
所
で
は
、
公
営
企
業
部
が
移

転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
下
水
道
業
務

を
新
た
に
担
当
し
ま
す
。

建
設
部
・
公
営
企
業
部
・
教
育
委
員
会
・

児
童
課
が
南
館
に
移
転

３月24日業務を開始した南館（旧峡東病院）

財政担当・行政改革担当

市民活動支援担当
市民生活担当
廃止
国保総務担当
高齢者医療担当
国保保健指導担当
健康企画担当
母子保健担当
成人保健担当
農林経営担当
農産推進担当
芦川地域活性化推進担当
総務住宅担当
管理担当
地籍担当
総務・料金担当
工務担当
維持担当
施設担当

管理担当

総務担当
施設担当

学務担当

学校給食担当
生涯学習担当
廃止

部�名 課　名 担当名 部室名 課　名 担当名

経営政策部

市民環境部

保健福祉部

産業観光部

公営企業部

建設部

教育委員会

経営企画課

財政課

情報政策課

市民活動支援課

国民健康保険課

健康づくり課

農林振興課

管理総務課

業務課

水道課

下水道課

教育総務課

学校教育課

学校給食課

生涯学習課

経営政策担当・秘書
担当・広聴広報担当

情報化推進担当・情報
システム担当

財政担当・行政改革担当

市民活動支援担当
市民生活担当
振興担当
国保総務担当

高齢者医療担当

健康企画担当
保健予防担当
健康増進担当
農林経営担当

農産推進担当

総務担当
管理担当
地籍担当
総務・料金担当
第１工務担当
第２工務担当
総務担当
第１工務担当
第２工務担当

総務担当

学務担当
施設担当
給食センター担当
生涯学習担当
地域教育担当

経営政策室

総務部

市民環境部

保健福祉部

産業観光部

建設部

公営企業部

教育委員会

財政課

情報政策課

市民活動支援課

国民健康保険課

健康づくり課

農林振興課

管理総務課

水道業務課

水道工務課

教育総務課

学校教育課

共同調理場統括センター

下水道課

生涯学習課

秘書担当・経営政策
担当・広聴広報担当

情報化推進担当・情報
システム担当

※網かけは名称変更及び新組織



日赤奉仕団や地元住民による炊き出し 上空からの消火作業

白煙が上がる大蔵経寺山

　
１
月
31
日
、
笛
吹
市
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
（
窪
田
喜
久
子
会
長
）
は
、

市
議
会
議
場
に
お
い
て
平
成
19
年
度

笛
吹
市
女
性
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
グ
ル
ー
プ

福
祉
グ
ル
ー
プ

環
境
グ
ル
ー
プ

観
光
と
農
業
グ
ル
ー
プ

　
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
す
で
に
お
住
ま
い
の
住
宅
は
、

山
梨
県
で
は
平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。
）

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
約
７
割
が
就
寝
中

の
逃
げ
遅
れ
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
逃
げ

遅
れ
を
防
ぐ
と
い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
早

期
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

①
普
段
、
就
寝
に
使
わ
れ
る
部
屋

ま
た
、
子
ど
も
部
屋
や
老
人
の
居
室
な
ど
も
、
就
寝

に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
２
階
以
上
に
就
寝
の
部
屋
が
あ
る
場
合
、
１
階
へ

通
じ
る
階
段
の
上
部

③
就
寝
に
使
用
し
な
い
部
屋
で
、
７
㎡
（
４
畳
半
）

以
上
の
居
室
が
５
以
上
あ
る
階
の
廊
下

※
台
所
に
は
設
置
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報

器
に
は
、
煙
に
反
応

す
る
「
煙
感
知
式
」

と
熱
に
反
応
す
る
「
熱

感
知
式
」
が
あ
り
ま
す
。

寝
室
・
階
段
に
は
煙

感
知
式
、
台
所
に
は

熱
感
知
式
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

　
防
災
設
備
取
扱
店
、
家
電
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品

質
を
保
証
す
る
も
の
に
は
、
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防

検
定
協
会
の
鑑
定
品
）
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

購
入
時
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
!!

　
　
不
適
正
な
価
格
、
規
定
外
商
品
の
訪
問
販
売
の
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
職
員
、
消
防
職
員

に
よ
る
訪
問
販
売
や
業
者
へ
の
委
託
販
売
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
８
５
２
８

　
２
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

大
蔵
経
寺
山
で
林
野
火
災
が
発
生
し
、

12
・
５
８
ha
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
焼

失
し
ま
し
た
。

　
２
月
24
日
午
後
１
時
頃
、
大
蔵
経

寺
山
山
頂
付
近
で
白
煙
と
火
ら
し
き

も
の
が
見
え
る
と
の
通
報
を
受
け
、

市
消
防
本
部
、
市
消
防
団
が
出
動
し
、

消
火
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
夕
方
に
は
、
市
か
ら
火

災
救
援
要
請
を
受
け
た
県
防
災
ヘ
リ
「
あ

か
ふ
じ
」
が
現
場
に
到
着
し
、
空
中

消
火
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
翌
25
日
も
火
災
の
拡
大

が
続
き
、
埼
玉
、
群
馬
、
長
野
各
県

の
防
災
ヘ
リ
と
自
衛
隊
機
５
機
の
救

援
を
受
け
て
、
地
上
と
空
か
ら
に
よ

る
消
火
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
懸
命
な
消
火
活
動
に
よ
り
、
翌
26

日
に
は
、
火
の
勢
い
も
弱
ま
り
、
昼

12
時
25
分
に
鎮
火
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
消
火
活
動
や
そ
の
支
援
に

あ
た
っ
た
の
は
、
市
消
防
団
石
和
分
団
、

春
日
居
分
団
を
は
じ
め
市
内
７
分
団

１
１
０
０
人
、
石
和
・
春
日
居
を
中

心
と
し
た
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
１
１

０
人
、
建
設
業
協
会
、
市
消
防
本
部
、

自
衛
隊
な
ど
合
わ
せ
て
１
５
８
０
人

に
上
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
住
民
な
ど
に
よ

る
炊
き
出
し
も
行
わ
れ
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
の
懸
命
な
活
動
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
女
性

議
会
は
、
市

政
に
関
心
を

持
ち
、
各
所

へ
参
画
し
て

い
く
た
め
に
、

自
分
達
の
思

い
を
発
信
す

る
場
を
体
験

し
よ
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
協
議
会
の
会

員
30
人
が
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
は
、「
行
政
」
、「
福
祉
」
、「
環
境
」
、

「
観
光
と
農
業
」
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
学
習
を
重
ね
て

グ
ル
ー
プ
の
質
問
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
質

問
と
そ
れ
に
関
す
る
再
質
問
、
関
連

質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
に
切
り
込
ん

だ
質
問
や
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
代
表
質
問
の
内
容

・
歳
出
削
減
の
市
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て

・
市
県
民
税
の
算
出
基
準
及
び
土
地

の
評
価
額
に
つ
い
て

・
下
水
道
工
事
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

・
災
害
に
備
え
て
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
の

市
民
総
参
加
の
防
災
訓
練
実
施
を

・
市
内
に
お
け
る
中
核
病
院
へ
の
産

婦
人
科
・
小
児
科
の
設
置
及
び
子

育
て
支
援
に
つ
い
て

・
市
の
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
状
況

と
さ
ら
な
る
減
量
へ
向
け
て
の
施

策
に
つ
い
て

・
地
元
で
作
ら
れ
た
農
産
物
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

・
二
次
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
今
回
出
た
提
案
や
意
見

を
施
策
の
参
考
と
し
、
女
性
を
は
じ

め
市
民
と
協
働
し
て
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
質
問
と
答
弁
の
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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多くの傍聴者のもと開催された議会

代表質問をする女性議員

住宅用火災警報器

NSマーク

　
市
で
は
、
高
齢
者
（
世
帯
）
で
低
所
得
の
方
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
借
家
の
場
合
は
、
大

家
さ
ん
に
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す
。）

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２



素晴らしい演奏を披露した小野さんと西脇さん

　
２
月
16
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
小
野
明
子
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
西
脇
千
花

さ
ん
を
迎
え
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
小
野
さ
ん
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
、
大
学
院

で
学
び
、
数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
な
ど
、

世
界
的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
笛
吹
少
年
少
女
合
唱
団
と
の
共
演
ほ
か
、

﹁
美
し
き
ロ
ス
マ
リ
ン
﹂
、
﹁
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
﹂

な
ど
14
曲
を
演
奏
。
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
生
の
音
の

迫
力
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
先
立

ち
、
一
宮
北
小
学

校
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
春
日
居

荘
な
ど
、
市
内
４

か
所
で
出
前
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
か
れ

ま
し
た
。

荻野市長に目録が手渡されました

　
２
月
23
日
、
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
子
ど

も
週
末
塾
﹁
ひ
な
祭
り
料
理
教
室
﹂
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
市
生
涯
学
習
課
が
主
催
し
、
栄
養
士

や
食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
小
学
生
15
人
が
参
加
し
、
茶
き
ん
ず
し
や
あ
さ
り
の

チ
ー
ズ
焼
き
、
野
菜
の
煮
物
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
包
丁
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
な

が
ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
懸
命
に
料
理
に
挑
戦
し
、

ま
た
、
ひ
な
祭
り
に
ち
な
み
、
か
ま
ぼ
こ
や
う
ず
ら
の

卵
で
、
か
わ
い
ら
し
い
ひ
な
人
形
を
作
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、

東
京
の
日
比
谷

公
会
堂
で
行
わ

れ
た
第
48
回
交

通
安
全
国
民
運

動
中
央
大
会
に

お
い
て
、
笛
吹

交
通
安
全
協
会

︵
三
枝
力
会
長
︶
が
、
優
良
交
通
安
全
協
会
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
同
交
通
安
全
協
会
が
交
通
安
全
運
動

推
進
の
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
交
通
事

故
の
防
止
に
、
組
織
を
あ
げ
て
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
１
月

30
日
に
は
、
同

交
通
安
全
協
会

の
会
長
と
副
会

長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
傘
と
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
こ
の
傘
と
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
は
、
４
月
に

入
学
す
る
新
小

学
１
年
生
に
渡

さ
れ
ま
す
。

表彰状を手にする三枝会長

会場いっぱいに響く吹奏楽団の演奏

　
２
月
２
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団
ウ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
喜
歌
劇
﹁
天
国
と
地
獄
﹂
序
曲
や
ア

ル
ル
の
女
第
２
組
曲
な
ど
10
曲
が
披
露

さ
れ
、
会
場
一
杯
に
詰
め
掛
け
た
観
衆

は
、
吹
奏
楽
団
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
盛

ん
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
﹁
ソ
ノ
リ
テ
﹂
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で

﹁
共
鳴
、
よ
く
響
く
こ
と
﹂
を
意
味
す
る

言
葉
で
す
。
同
楽
団
は
、
社
会
人
と
学

生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
甲
府
市
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

県大会で準優勝した両チームのメンバー

　
２
月
11
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武

道
館
を
会
場
に
、
第
17
回
春
の
全
国
小

学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
山
梨

県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

リ
ー
グ
︵
12
人
制
︶
で
春
日
居
ガ
ッ
ツ

ボ
ー
イ
ズ
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
︵
８

人
制
︶
で
春
日
居
Jr
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

共
に
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
春
日
居

町
内
の
小
学
生
で
構
成
さ
れ
、
日
頃
か

ら
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
今
回
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
で
準
優

勝
し
た
ガ
ッ
ツ
ボ
ー
イ
ズ
は
、
県
代
表

と
し
て
、
３
月
１
日
神
奈
川
県
海
老
名

市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
へ
出
場
し

ま
し
た
。

小
学
生
　
男
子
の
部
　
馬
場
啓
允
　
20
秒
84

　
　
　
　
女
子
の
部
　
柳
沢
瑠
里
　
22
秒
01

中
学
高
校
生

　
　
　
　
男
子
の
部
　
柳
沢
啓
人
　
19
秒
34

　
　
　
　
女
子
の
部
　
青
柳
真
美
　
19
秒
12

成
年
　
　
男
子
の
部
　
金
子
貴
則
　
17
秒
75

　
　
　
　
女
子
の
部
　
植
村
彩
里
　
20
秒
37

マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
男
子
A
部
　
青
柳
昌
彦
　
19
秒
09

　
　
　
　
　
　
B
部
　
唐
沢
　
稔
　
20
秒
27

大回転競技で腕を競いました

　
２
月
17
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー

場
で
笛
吹
市
ス
キ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
内
各
地
か
ら
73
人
の
選
手
が
参
加
。

年
齢
別
の
８
部
門
に
分
か
れ
て
大
回
転

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
司
会
に
よ
る
軽
快
な
ト
ー
ク

が
大
会
を
盛
り
上
げ
、
ゲ
レ
ン
デ
は
一

層
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
︵
敬
称
略
︶

踊りを披露する子どもたち

　
３
月
２
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館
で
笛
吹
伝
統
文
化
こ
ど

も
教
室
修
了
舞
踊
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
同
教
室
に
通
う
子
ど

も
た
ち
が
、
１
年
間
け
い
こ
し
た
踊
り

の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
に
開
か
れ
た

も
の
で
、
舞
台
に
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

﹁
さ
く
ら
さ
く
ら
﹂
、
﹁
う
れ
し
い
ひ
な
ま

つ
り
﹂
な
ど
の
童
謡
に
合
わ
せ
て
踊
り
を

披
露
。

　
優
雅
に
、
あ
る
い
は
か
わ
い
ら
し
く

踊
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
会
場
か
ら

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 包丁の使い方を教わる子どもたち
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連絡先

経営政策室広聴広報担当
TEL055（262）4111
　　（内線223・224）

このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。
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笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

明るい
家庭づくりを
楽しく推進します。

　笛吹市男女共同参画推進委員会家庭部会では、今後の活動推進に役立

てるため、意識、人権、家事、介護、育児、教育をテーマに、国や県のアンケ

ート結果の読み取りを行いました。その中のいくつかをご紹介します。

＊データは、「平成17年度山梨県男女共同参画に関する県民意識・実態調査」及

び「内閣府男女共同参画に関する世論調査（平成19年）」を使用しています。

家庭生活における男女の平等感は、２人に１人が「男性の方が優遇されている｣と感じています。男女別に見
ると、「男性の方が優遇されている」と回答した人は、男性よりも女性に多くなっていました。

賛成と反対がほぼ半数ですが、昨年の全国調査では、初めて反対が賛成を
上回りました。年齢別に見ると、女性の70歳以上、男性の60歳以上で「賛
成」が多く、女性の30歳から50歳代では反対が多くなっていました。

夫婦の家事分担について、家事の中でも食事のしたくは、女性の約９割が「自分がする」と
答えており、ほとんど女性が受け持っていることがわかりました。これ以外では、掃除は
13～23％、小さい子どもの世話は10～18％と、男性の協力割合が高くなっていました。

アンケートから、男女による意識の差や実態、また年齢による違いなどを確認できました。
家庭部会では、これからも学習を重ねながら、すべての市民が心豊かに楽しく暮らせるように推進活動
に取り組んで行きたいと考えています。

4.2

48.2

44.8

49 41.9 8.9

52.1 3.2

1.7

1.6

85.4

88.7 4.85.0

7.5 5.5

�42� 7.6 �2.2

62.1 �25.6 �7.6 4.8

62.2 �27.3� 6.5�

■男性の方が優遇されている
■平等
■女性の方が優遇されている
■わからない・無回答

■自分
■配偶者
■夫婦同程度
■その他

■賛成
■反対
■わからない・無回答

感謝の気持ちが
大切だね。

どこまでが
家事？

勝頼の墓・経石出土状況
（甲州市教育委員会提供）

　
今
回
は
、
春
日
居
町
鎮
目
地
区
な
ど
を

舞
台
に
、
芍
薬
塚
と
晩
年
の
武
田
勝
頼
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
天
正
（
て
ん
し
ょ
う
）
10
年
（
１
５
８

２
）
、
織
田
・
徳
川
連
合
軍
が
甲
斐
国
に

攻
め
込
み
ま
す
。
甲
斐
国
の
領
主
武
田
勝

頼
は
自
ら
が
新
た
に
築
い
た
新
府
（
し
ん

ぷ
）
城
（
韮
崎
市
）
に
火
を
は
な
ち
、
小

山
田
信
茂
（
お
や
ま
だ
の
ぶ
し
げ
）
が
い

る
岩
殿
（
い
わ
と
の
）
城
（
大
月
市
）
を

目
指
し
て
落
ち
延
び
て
い
き
ま
す
。

　
甲
府
を
抜
け
、
岩
殿
城
に
向
う
途
中
、

鎮
目
村
（
春
日
居
町
鎮
目
）
で
勝
頼
は
渡

辺
加
兵
衛
（
か
へ
え
）
（
武
田
家
家
臣
）

に
２
歳
の
幼
児
を
預
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

幼
児
は
翌
年
３
月
７
日
に
病
気
で
亡
く
な

り
、
加
兵
衛
に
よ
っ
て
屋
敷
の
一
角
に
埋

葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
旧
芍
薬
塚
で
、
御
室
（
み
む
ろ
）

山
山
麓
の
一
丁
田
（
い
っ
ち
ょ
う
だ
）
に

あ
り
ま
す
。
塚
に
は
幼
児
が
好
き
だ
っ
た

芍
薬
が
一
株
植
え
ら
れ
、
墓
標
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
、
渡
辺
孫
太

郎
兵
衛
（
そ
ん
た
ろ
う
べ
え
）
た
ち
は
、

荒
れ
果
て
た
旧
芍
薬
塚
を
不
憫
（
ふ
び
ん
）

に
思
い
、
屋
敷
内
に
移
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
春
日
居
町
鎮
目
小
字
的
場
に
あ
る
芍

薬
塚
（
笛
吹
市
指
定
史
跡
）
で
す
。

　
彼
ら
は
、
塚
に
石
碑
を
建
て
、
石
碑
の

周
り
に
旧
芍
薬
塚
か
ら
株
分
け
し
た
芍
薬

を
植
え
ま
し
た
。

　
石
碑
は
高
さ
１
ⅿ
、
幅
39
㎝
、
奥
行
き

は
33
㎝
あ
り
ま
す
。
石
碑
の
文
章
は
富
田

武
陵
（
ぶ
り
ょ
う
）
が
選
び
、
自
ら
書
き

ま
し
た
。
石
碑
の
正
面
に
は
「
天
正
十
年

武
性
院
殿
斉
理
周
哲
大
童
子
（
ぶ
し
ょ
う

い
ん
で
ん
さ
い
り
し
ゅ
う
て
つ
だ
い
ど
う

じ
）
」
と
刻
ま
れ
、
側
面
か
ら
後
面
に
か

け
て
は
芍
薬
塚
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
昭
和
時
代
、
旧
芍
薬
塚
は
、
畑
の

一
角
に
目
印
の
石
が
お
い
て
あ
る
だ
け
の

状
況
で
し
た
。
近
年
、
有
志
に
よ
り
旧
芍

薬
塚
の
整
備
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
五
輪

塔
」
・
「
由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
鎮
目
で
幼
児
を
預
け
た
後
の
武

田
勝
頼
と
そ
の
一
行
は
、
鎮
目
村
を
通
っ

た
後
、
岩
殿
城
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
岩
殿
城
主
小
山
田
信
茂
が
武
田
家
を

裏
切
り
、
岩
殿
城
に
入
る
事
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
や
む
な
く
天
目
（
て
ん
も

く
）
山
（
甲
州
市
大
和
）
に
登
ろ
う
と
し

ま
す
が
、
敵
襲
に
あ
い
、
田
野
（
た
の
）

村
（
甲
州
市
大
和
）
で
自
刃
し
ま
す
。

　
勝
頼
夫
妻
・
信
勝
（
の
ぶ
か
つ
）
（
勝

頼
の
息
子
）
は
景
徳
院
（
け
い
と
く
い
ん
）

（
甲
州
市
大
和
）
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。「
武

田
勝
頼
の
墓
」
は
山
梨
県
の
史
跡
に
な
っ

て
い
ま
す
。
甲
州
市
教
育
委
員
会
が
発
掘

調
査
を
行
い
、
経
文
や
勝
頼
の
戒
名
（
か

い
み
ょ
う
）
を
書
い
た
「
経
石
（
き
ょ
う

せ
き
）
」
が
約
５
３
０
０
点
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　
武
田
勝
頼
が
亡
く
な
り
、
戦
国
大
名
武

田
家
は
滅
び
ま
す
。
し
か
し
、
武
田
家
の

家
臣
達
は
武
田
家
滅
亡
後
、
徳
川
家
康
な

ど
に
仕
え
、
甲
斐
国
や
日
本
各
地
で
活
躍

し
ま
す
。

※
「
武
田
氏
と
笛
吹
市
」
シ
リ
ー
ズ
は
今

回
で
終
了
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
笛

吹
市
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

芍薬塚

旧芍薬塚

勝頼の墓・発掘状況
（甲州市教育委員会提供）



ポーセラーツ工房　タンザワ　丹澤恵先生

佐藤洋子先生

300円

6月11日・12日　午後1時30分

いちのみや桃の里ふれあい文化館�和室

20人

☆ソフトで体にやさしく気持ちいい布ぞうり（しかも
エコです）を作りましょう。友達や家族にプレゼン
トしても喜ばれます。

小林美智子先生

1,000円

いちのみや桃の里ふれあい文化館�和室

7月11日・18日・25日　午後7時30分

15人

☆夏祭りまでに浴衣をきれいに自分で着たい方、誰か
に着せてあげたい方。着付けを楽しく学びましょう。

5,000円

9月4日・１１日・18日・25日　午後1時30分

春日居あぐり情報ステーション�会議室

☆シール感覚で使える転写機や上絵の具、金彩などを
使い、自由に絵付けを楽しめるホビーです。マグカッ
プ、小皿、ペンダントトップなどを作ります。

窪田恵美子先生

5,000円

6月5日　午後1時

春日居あぐり情報ステーション�会議室

10人

☆卵の殻(から)に繊細(せんさい)な模様やカットを施
したり、カラーストーンやパールで装飾して、宝石
箱を作ります。今回はグースのカット卵で作ります。

15人雨宮静雲先生

3,000円

6月4日・1１日・18日・25日
午後１時30分

境川総合会館�2階第2研修室

☆字を彫るだけの体験とは違い、字入れ（人名や干支
など）から仕上げまですべてを学習します。あなた
だけのハンコ作りの取組みです。

画家　橋本守男先生

1,500円　※ほかに指定された用具一式の代金がかかります。

6月6日・１3日・20日・27日、
7月4日・11日・18日・25日　午後1時30分

スコレーパリオ�2階実習室

15人

☆絵を始めたいけれど、どう描いたら良いのか分からない。そん
なあなたに、透明水彩画を趣味として始めるための必要な画
材や用具など基本的な技法の習得、描き方をアドバイスします。

ぱーと工房�降矢貴仁先生

2,000円

6月11日・18日・25日　午後1時30分

スコレーパリオ�実習室

☆古来から世界各地で伝えられてきたとんぼ玉。笛吹
市在住のとんぼ玉作家降矢貴仁先生の指導で、「私
だけの」とんぼ玉アクセサリーを作ります。

　不思議なガラスの世界へ一歩踏み出してみませんか？

江坂正子先生

3,000円

6月24日　午後1時30分

境川総合会館�3階大ホール

20人 6人

☆今年は、いつもと違う夏にしてみませんか。涼しげ
な山野草を使って、鉢に小さな景色を彩り、玄関に
どうぞ。

園芸高校�橘田正博先生　米山正仁先生

2,000円

6月6日　午後１時30分

園芸高校

☆初夏の寄せ植え教室です。色鮮やかな寄せ植えで、
自然との共生を楽しんで心を癒してみませんか！

古屋はるみ先生

2,900円

6月4日・１１日・18日、7月2日・9日
午後2時

スコレーパリオ�陶芸室

10人

25人

☆ご自宅の庭に咲いている草花や鉢花が美しくいけら
れたら楽しいですね。手軽にいけられるポイントを
学習します。男女問わず、初心者の方、大歓迎です。

笛吹市民講座「スコレー大学」１学期講座受講申込書

４月１日（火）～21日（月）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

規定の申込書(コピー可)に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。

申込書は市内各支所または図書館、各地域教育担当窓口などに用意してあります。

なお、申込書には必ずそれぞれの講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

　生涯学習課窓口　または各支所�地域課�地域教育担当窓口（各施設などの閉庁日、休館日を除く）

○ファックスの場合

　生涯学習課�生涯学習担当

〒４０６－００３１　笛吹市石和町市部８０９－１(笛吹市役所南館内)

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９　　℻０５５(２６１)３３４０

※業務場所移転のため、住所、電話番号、ファックス番号が変わりました。

○各講座は約90分の予定ですが、多少前後する場合もあります。また、時間設定が特殊な講座もあ

りますので、講座案内をご確認ください。

○応募者多数の場合は、抽選で受講者を決定します。その際、笛吹市民優先とさせていただきます。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などがかかる講座の受講決定者には、先にその負

担金を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ必要な金額を振

り込んでください。なお、期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされますのでご注

意ください。

○受講者の都合により受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。主催者の都合で講

座が行われなかった場合は、振込み手数料を引いて返金します。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■ 受 付 場 所

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

　市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指し、市民講座を開催します。みなさんの
お申し込みをお待ちしています。

講 師 定 員

場 所

教材費

日 時

講座1 布ぞうりを作ってみよう

講 師 定 員

場 所

教材費

日 時

講座6 おしゃれ浴衣着付け

講 師

20人定 員

場 所

教材費

日 時

講座2 ポーセラーツ

講 師 定 員

場 所

教材費

日 時

講座7 エッグアート

講 師 定 員

場 所

教材費

日 時

講座3 オリジナル篆刻(てんこく)教室

講 師 定 員

場 所

資料代

日 時

講座8 初級水彩画教室

講 師

場 所

教材費

日 時

講座4 「とんぼ玉作り」教室

講 師 定 員 定 員

場 所

教材費

日 時

講座9 四季の移ろいを楽しむ「盆草教室」

講 師

場 所

材料費

日 程

講座5 初夏の寄せ植え教室

講 師 定 員

定 員場 所

教材費

日 時

講座10 いけ花教室

住　所

電話番号 生年月日 明・大・昭・平　　年　　月　　日

ふりがな

男・女

申込者氏名

希望講
座番号

希望講
座番号 講　座　名講　座　名

〒
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（株）NTTドコモ山梨支店

福嶋孝一先生

2,500円

9月26日�午後1時30分～3時

学びの杜みさか�実習室

23人

15人

☆秋を感じて室内でも楽しめる山野草の寄せ植え講座
です。初めての方もお気軽にご参加ください。

杉原弘美先生

3,500円

学びの杜みさか�実習室

6月6日・13日・20日・27日、7月4日・11日
午後1時30分～3時

20人

☆自分の手で、おしゃれな帽子を作ってみませんか。
これからの季節、おしゃれで紫外線防止にも役立つ
帽子を手作りします。

9月3日�午後1時30分

八代総合会館�視聴覚室

☆どなたでも扱いやすい、やさしい携帯電話を使った
電話のかけ方、電話帳登録の仕方、メールの送り方、
特徴的な機能の使い方など、分かりやすく丁寧に教
えます。

小松明美先生

1,000円

6月4日・18日、7月2日・16日・30日　午後7時

石和図書館�2階読書室

15人

☆いろいろな作品を朗読します。人前で読むこと、話
すことに自信がもてるようになります。また、朗読
の声の出し方、アクセントを基本から学べます。

田舎体験おてんぐさんスタッフ

6月2日�午前11時
スコレーセンター西側駐車場集合出発

田舎体験おてんぐさん

☆すずらんで有名な芦川で、おいしい蕎麦を打ちましょ
う。蕎麦打ち名人が指導します。おてんぐさんへ直行
する方は、1１時50分までにご来場ください。帰りは、
石垣の造形美やすずらん群生地も見学予定です。

（株）ピーシーワークス

7月23日・25日・30日、8月1日�午前10時～12時

（株）ピーシーワークス

20人

☆パソコンで日記をつけたい！インターネットでグルー
プ活動の情報を発信したい！うちで扱っている商品
を紹介したい!こんな希望が簡単に実現できる、ブロ
グの作成講座です。夏休みを利用して親子での参加
も大歓迎！

富士河口湖町公認ネイチャーガイド

1,800円

南都留郡富士河口湖町西湖周辺

☆富士山北西麓に広がる青木ヶ原樹海。その姿は大変貴重
で美しい樹林として世界に誇れる自然環境となっていま
す。多種多様な動植物との出会いや、四季を通して移り
変わる大自然の魅力をネイチャーガイドに学びます。ま
た、環境保護について考えてみる絶好の機会です。

山梨県森林総合研究所森の教室職員 20人

☆新緑の中を歩き、森林浴をして、木の香りの漂うお
気に入りの作品を作ってみましょう。

県立青少年センター
レインボースポーツ塾インストラクター

プール使用料

7月1日・8日・15日・22日・29日�午後2時30分～3時30分

県立青少年センター�プール

☆腰やひざを痛めている方、また肥満気味、運動不足
の方には最適です。しかも、自立神経系の強化をす
ることもでき、ストレスにも強くなれる運動です。

南アルプス市教育委員会文化財課員ほか

南アルプス市八田地域周辺ほか、山梨大学（甲府市）

20人

☆私たちの住む山梨でも戦争がありました。その時の
歴史や社会背景を学びながら、県内の戦争遺跡を訪
ねます。私たちの身近にあった戦争を振り返りなが
ら、平和について考えます。

6月6日・13日　午前9時　スコレーセンター西
側駐車場集合出発（どちらか参加希望日を、申
込書の講座名欄にご記入ください）

早川ましろ先生

山梨県リズムテコンドー協会�渡辺光美先生

6月12日・19日・26日、7月3日
午後7時30分

八代総合会館�多目的集会室30人

25人

☆オリンピックスポーツであるテコンドーを、音楽と
組み合わせた山梨発の新しい健康運動プログラムです。
リズムにのって、体を動かしてストレス発散しましょ
う！護身や礼儀作法なども学べます。子どもたちと
一緒に、家族みんなで体験してみませんか？

市スポーツ振興課�半田美恵子先生

若彦路ふれあいセンター(八代町)企画展示ホール

6月3日・10日・24日、7月1日・15日・22日、
8月26日、9月2日・16日・30日　　午前10時

親子15組

☆リトミック教室では、音楽を通して、見て、聞いて、
感じたことを考え表現します。親子一緒に楽しく遊
びながら行います。2歳（一人で歩ける）から5歳（未
入園）くらいまでのお子さんが対象です。

9月3日・10日・17日・24日
午前10時～11時30分

御坂農村環境改善センター�ホール

☆関節痛、腰痛などにつながる体の深層部分の筋肉を
きたえることができます。年齢、運動能力に関係な
く健康づくりができます。

遠藤由佳子先生

6月6日・13日・20日
午前10時～11時30分

御坂農村環境改善センター�ホール

親子10組

☆幼児（2～5歳）を対象にした音感教室です。音楽に
合わせて体を動かし、「音楽しばい」を見たりしな
がら自然に音感づくりをします。

親子15組（3歳未満児と保護者）

山梨学院短期大学　保育科教授　川上琴美先生

9月10日・11日・17日・18日・19日　午前10時

スコレーセンター集会室

☆子どもと一緒に、楽しく体を動かす運動でスキンシップ
を図りながら、親子の健全な心と体を育てます。育児の悩
みの解消、友達づくり、リフレッシュの場です。講師は保
育とリズム表現の専門家�川上琴美教授です。（保育につい
ての楽しい講義もきっとあるはず・・・）

井上和子先生

8月28日、9月4日・11日・18日・25日
午後7時30分

スコレーセンター集会室ほか

30人

☆どなたでも参加できる初心者向けダンス教室です。
英国式のマナーから世界共通のソシアルダンスまで
学びます。音楽に合わせて楽しく誰とでも踊れます。

市文化財課・ボランティアガイド笛吹

6月6日・20日、7月11日・25日、
9月12日・26日、10月10日・24日、
11月14日・28日　午前9時30分

スコレーセンター�会議室

☆市民や子どもたち、笛吹市を訪れる観光客に、笛吹
市の歴史、文化財を案内する人材を養成します。

市スポーツ振興課�半田美恵子先生

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館�アリーナ 15人

☆運動不足を解消したい…。メタボリックシンドロー
ムを何とかしたい…。思い立った時が吉日です。さ
わやかな汗とともに、あなたの悩みを少しずつ解決
していきましょう。

山梨大学看護学部准教授　伏見正江先生

入館料実費

6月17日　午後7時30分

働く婦人の家（八代町）�2階ホール

☆いのちを生み出す、いのちをつなぐ、生涯を通した
女性の健康と人権について学び、考える機会にした
いですね。お子さんの託児もあります。※要相談

渡会由美先生

1,000円

6月1日、8月23日　午前9時

働く婦人の家（八代町）�調理室

12人 50人

☆食の安全を学びながら、地元の食材を使った、手作
りぎょうざ教室です。男性の方もお気軽にご参加く
ださい。お子さんの託児もあります。※要相談

６月５日・１２日・１９日、７月３日・１０日・１７日、８月２８日、９
月４日・１１日・２５日、１０月２日・９日・２３日・３０日�午前10時

講 師

定 員

場 所

材料費

日 時

男性を対象にした花とグリーンの教室

講 師 定 員

場 所

材料費

日 時

帽子の講座

講 師

定 員

場 所

日 時

やさしい携帯電話を使った初心者向け電話教室

講 師

定 員

場 所

教材費

日 時

朗読教室

講 師 20人定 員

場 所 1,400円教材費

日 時

芦川おてんぐさんで手打ち蕎麦(そば)教室

講 師 定 員

場 所 3,150円教材費

日 時

たのしいパソコンブログ作成講座

講 師

場 所

ガイド料・入場

7月4日�午前7時�スコレーセンター西側駐車場集合出発日 時

青木ヶ原樹海ネイチャーガイドツアー

講 師

各開講日20人定 員

定 員

森の教室（山梨県森林総合研究所）場 所 500円教材費

日 時

自然散策と木工教室

講 師

場 所

負担金

日 程

水中ウォーキング

講 師 定 員

20人定 員

場 所

9月30日�午前9時
スコレーセンター西側駐車場集合出発

日 時

山梨の戦争遺跡を訪ねる

講座11講座16

講座12講座17

講座13講座18

講座14講座19

講座15講座20

講 師

定 員 場 所

日 時

ファミリーエクササイズ�リズムテコンドー

講 師 定 員

場 所

日 時

長期親子リトミック教室

講 師

定 員

場 所

日 時

はじめてのピラティス

講 師

定 員

場 所

日 時

親子で楽しく音感教室

講 師

定 員

場 所

日 時

笛吹市・山梨学院連携講座�
　　　　　　リズム運動�―�親子で楽しく動こう!!

講 師

定 員

場 所

日 時

ソシアルダンス

講 師

場 所

日 時

笛吹市ガイド養成プログラム

講 師

30人定 員

定 員場 所

日 時

長期脂肪燃焼プログラム

講 師

場 所

負担金

日 程

みんなの笑顔が地域をつなぐ②～女性の健康と人権～

講 師

定 員 定 員

場 所

材料費

日 時

みんなの笑顔が地域をつなぐ①～手作りぎょうざ教室

講座21講座26

講座22講座27

講座23講座28

講座24講座29

講座25講座30
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小
学
５
年
生
以
上
の
笛
吹
市
民
劇
団
員

に
よ
る
短
編
演
劇
２
作
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
20
日
（
日
）�

　
午
後
１
時
30
分�

�開
場
　
２
時�

�開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）
７
９
５
９

　
市
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
五
月
人

形
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
26
日（
土
）〜
５
月
６
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

■
場
所

　
八
田
家
書
院
（
石
和
町
八
田
３
３
４
）

■
観
覧
料

・
20
歳
以
上
　
２
０
０
円
（
10
人
以
上
の

団
体
は
１
人
に
つ
き
１
５
０
円
）

・
６
歳
以
上
20
歳
未
満
　
１
０
０
円
（
10

人
以
上
の
団
体
は
１
人
に
つ
き
50
円
）

■
主
な
展
示

　
金
太
郎
人
形
（
昭
和
時
代
に
制
作
）

　
甲
州
だ
こ
　
（
昭
和
時
代
に
制
作
）

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）３
３
４
２

　
木
喰
（
も
く
じ
き
）
は
、
享
保
３
年
（
１

７
１
８
）
、
甲
斐
国
丸
畑
（
現
在
の
南
巨

摩
郡
身
延
町
古
関
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
14
歳
の
頃
、
故
郷
か
ら
江
戸
へ
出
た

木
喰
は
、
そ
の
後
22
歳
の
時
に
出
家
し

ま
す
。
厳
し
い
修
行
の
中
、
日
本
全
国

を
巡
礼
す
る
廻
国
（
か
い
こ
く
）
修
行

を
志
し
た
の
は
、
56
歳
の
時
。
そ
し
て
60

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
行
く
先
々
で
仏
を
刻

み
、
人
々
に
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

丸
々
と
し
た
姿
に
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
表
情

を
し
た
、
木
喰
仏
の
数
々
。
晩
年
に
近
づ

く
に
つ
れ
、
そ
の
表
情
は
ほ
こ
ろ
び
、
満

面
の
笑
み
を
た
た
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
木
喰
仏
は
「
微
笑
仏
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
も
多
く
の
人
々

の
心
を
癒
し
続
け
て
い
ま
す
。
。

　

　
木
喰
の
生
誕
2
9
0
年
に
あ
た
る
今
年
、

木
彫
仏
は
じ
め
、
書
画
資
料
お
よ
そ
１
７

０
点
を
全
国
各
地
か
ら
山
梨
に
迎
え
ま
す
。

　
開
催
期
間
中
は
、
木
喰
の
魅
力
を
紹
介

す
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
輝
き
を
増
し
た
木

喰
の
生
涯
。
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

か
っ
た
志
。
ゆ
か
り
の
品
々
に
今
な
お
宿

る
木
喰
の
思
い
を
、
ぜ
ひ
感
じ
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
４
月
５
日（
土
）〜
５
月
６
日（
火
）

※
休
館
日
　
４
月
８
日
（
火
）
、
15
日
（
火
）
、

22
日（
火
）�

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

▽
特
別
記
念
講
演
会

　「
庶
民
の
信
仰
　
微
笑
仏
」

・
日
時
　
４
月
20
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
　

・
場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

　
　
　
　（
博
物
館
隣
）

▽
か
い
じ
あ
む
講
座「
木
喰
の
故
郷
―

　
甲
斐
に
残
さ
れ
た
仏
た
ち
」

・
日
時
　
４
月
27
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
場
所
　
県
立
博
物
館
生
涯
学
習
室

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
　

・
日
時
　
４
月
12
日（
土
）、
５
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

　
今
年
も
、
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り

と
共
催
で
、
恒
例
の
釈
迦
堂
花
ウ
ィ

ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　
土
偶
と
土
器
、
絶
景
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
、
春

を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

■
花
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

○
春
の
企
画
展

　「
人
の
か
た
ち
―
　
人
形
・
ひ
と
が
た
」

　
　
　
６
月
２
日（
月
）ま
で
開
催
中

※
花
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
開
館
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

な
お
、
期
間
後
は
通
常
開
館
時
間

に
な
り
ま
す
。

○
花
と
邦
楽
の
し
ら
べ

　
４
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

▽
和
太
鼓
・
筝
曲（
そ
う
き
ょ
く
）・

尺
八
・
津
軽
三
味
線
の
演
奏
会

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
薄
茶
席
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
３
０
０

人
・
入
館
者
対
象
）

○
ワ
イ
ン
試
飲
即
売
会

４
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）（
予
定
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

博
物
館
縄
文
の
森
公
園
に
て

■
４
月
休
館
日
の
お
知
ら
せ

花
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
無
休
で
開

館
し
、
22
日
（
火
）
・
30
日
（
水
）
は

休
館
に
な
り
ま
す
。

■
通
常
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　
（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
そ

の
同
伴
の
方
は
、
利
用
券
提
示
で

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）３
３
３
３

　２月９日、笛吹元気キッズ「親子救命救急講習会」を

開催しました。

　これは、大切な家族が急に倒れて救急車が到着するま

での間、その家族で行える救命救急法を学ぶために、市

消防本部の協力で行われたものです。当日は、あいにく

雪の降る悪天候でしたが、22人の親子が受講しました。

　人工呼吸のやり方、AED(自動対外式除細動器)の使い

方など、３時間にわたって繰り返し練習し、最後には全

員がマスターして「普通救命救急講習修了証」を受け取

りました。

　いつ、どこで、このようなことが起きるかわかりません。やはり、実際に経験しておくといざ

という時にあわてずに対応できます。参加者からは「お母さんがもし倒れたら助けてね」という

会話も聞こえました。また、市消防本部の方は、「親子で一緒に受講することにとても意義があ

る。市民の３人に１人は講習を受けてほしい」と話していました。

　この講習会は、今後も続けていきたいと思います。

■問合せ先　　市教育委員会　生涯学習課　青少年育成コーディネーター

　　　　　　　☎０５５（２６１）３３３９

皆さん見に来てくださいね

昨年の展示風景

薬師如来（新潟県）

花と邦楽のしらべ
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男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
担
当
者
や
リ
ー
ダ
ー
が
条
例
や
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、

プ
ラ
ン
や
条
例
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
ど

の
よ
う
に
生
か
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、

具
体
的
な
実
践
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　

　
４
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分�

�受
付

▽
第
１
部
　
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
午
前
10
時
〜
12
時

▽
第
２
部
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所�

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

２
階
中
研
修
室

■
対
象�

市
町
村
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
・
団
体
　

行
政
職
員
　

一
般
　
１
０
０
人

■
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
ハ
ガ
キ
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
（
未
就
学
児
）
希
望
者
は
、
お
申

し
込
み
の
際
に
、
お
子
さ
ん
の
年
月
齢

と
名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
講
座
前
日
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
４
０
０
―
０
８
６
２

甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
２
３
５
）４
１
７
１

℻
０
５
５
（
２
３
５
）１
０
７
７

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
で
、
新

し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
た
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
、
市
町
村
、
大
学
・
短
大
、
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
各
種
団
体
な
ど
が
開
く

福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
講
座
か

ら
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　■
入
学
資
格

　
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
入
学
費
用
　
無
料

■
申
込
方
法

入
学
申
込
書
を
郵
送
す
る
か
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
、
市

町
村
教
育
委
員
会
、
図
書
館
、
公
民
館
、

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間
　
随
時

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
県
企
画
部�

県
民
室�

生
涯
学
習
文
化
課

☎
０
５
５(

２
２
３)

１
３
１
９

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
2

.m
a

n
a

b
i.p

r
e

f.

y
a

m
a

n
a

s
h

i.jp
/

c
a

m
p

u
s
n

e
t/

　
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
文
章
作
成
の
方
法
な

ど
を
、
分
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

■
日
時
　（
６
日
間
）

５
月
８
日（
木
）・
９
日（
金
）・
12
日（
月
）・

13
日（
火
）・
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

午
後
６
時
〜
９
時

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料
　

　
２
１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
申
込
締
切
　
５
月
１
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
時
　（
６
日
間
）

５
月
19
日（
月
）・
20
日（
火
）・
22
日（
木
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
27
日（
火
）

午
後
６
時
〜
９
時

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料
　

　
２
１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
申
込
締
切
　
５
月
12
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
５
５
３（
３
２
）５
２
０
２

　
自
衛
官
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

▽
一
般
・
技
術

　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
含
む
））

▽
歯
科
・
薬
剤

専
門
の
大
学
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
含

む
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

（
薬
剤
は
26
歳
未
満
の
方
、
薬
学
修
士

学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
の
方
）

■
願
書
受
付
期
間

　
４
月
上
旬
〜
５
月
上
旬

■
第
１
次
試
験

　
５
月
下
旬

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

　
笛
吹
市
は
、
総
面
積
の
58
％
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
や
そ
の

大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
自
然

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
第
２
回
笛
吹

市
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
植
樹
祭
は
、
県
と
（
財
）
山
梨
県

緑
化
推
進
機
構
が
主
催
す
る
平
成
20
年
度

県
民
緑
化
ま
つ
り
「
み
ど
り
づ
く
り
の
集

い
」
と
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
の
方
も
植
樹
な
ど
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
４
月
26
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
場
所

　
芦
川
町
上
芦
川

　
（
式
典
・
す
ず
ら
ん
群
生
地
大
駐
車
場
）

■
募
集
人
数

　
20
〜
30
人
程
度

■
内
容
　
記
念
式
典
、
植
樹
運
動
、
記
念

併
催
行
事
な
ど

■
主
催
　
山
梨
県
、
（
財
）
山
梨
県
緑
化
推

進
機
構
、
笛
吹
市

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

　
歌
や
音
楽
が
大
好
き
な
小
中
学
生
を
対

象
に
、
合
唱
団
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
笛

吹
市
い
っ
ぱ
い
に
、
県
下
い
っ
ぱ
い
に
歌

声
を
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　
指
導
は
、
中
村
淳
先
生
（
山
梨
県
合
唱

連
盟
会
長
）
で
す
。

　
同
合
唱
団
は
、
来
年
３
月
に
「
高
嶋
ち

さ
子
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
と
の

共
演
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
の
文

化
祭
な
ど
に
も
出
演
し
ま
す
。

■
活
動
日
時
　

　
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）７
９
５
９

■
日
時
　
４
月
20
日（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
　
開
会
式

■
場
所
　
石
和
北
小
学
校
体
育
館

■
参
加
資
格

市
内
在
住
者
及
び
市
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
方
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
（
区
、

事
業
所
、
ク
ラ
ブ
単
位
）

■
チ
ー
ム
編
成
　

監
督
１
人
、
選
手
４
人
（
男
女
各
２
人
）

以
上
（
男
子
が
足
り
な
い
場
合
は
、
女

子
で
も
よ
い
。
同
じ
区
や
事
業
所
内
な

ど
か
ら
何
チ
ー
ム
で
も
参
加
可
）

■
種
目
　
５
種
目
団
体
戦

　
①
女
子
シ
ン
グ
ル

　
②
男
子
シ
ン
グ
ル

　
③
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
④
女
子
シ
ン
グ
ル

　
⑤
男
子
シ
ン
グ
ル

※
エ
ン
ト
リ
ー
は
１
人
２
種
目
（
シ
ン
グ

ル
１
、
ダ
ブ
ル
１
）
以
内

■
申
込
方
法

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム
代
表
者
会
議
が
、
４
月
12

日
（
土
）
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
開
か
れ
ま
す
。
（
組
み
合
わ
せ
抽
選

を
行
い
ま
す
）
そ
の
会
議
に
出
席
し
、

そ
の
場
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
　

　
４
月
12
日（
土
）代
表
者
会
議
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
事

務
局（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
始

ま
っ
た
少
女
の
活
動
で
す
。
現
在
１
４
４

カ
国
に
１
０
０
０
万
人
の
友
達
が
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
野
外
体
験
、
国

際
交
流
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
自
分
で
考
え
て
実
行
し
て

い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

■
活
動
日

　
月
２
、
３
回
　
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

■
場
所

　
主
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
部
門

ブ
ラ
ウ
ニ
ー（
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
）

ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
）

シ
ニ
ア（
中
学
生
）

レ
ン
ジ
ャ
ー（
高
校
生
）

■
支
援

　
石
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
問
合
せ
先

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
梨
県
支
部

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）６
６
３
７

（
火
・
金
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分)

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
梨
県
支
部

　
第
19
団

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）６
１
３
５
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○
こ
れ
ま
で
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
制

度
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
負
担
す
る
方

と
し
な
い
方
が
お
り
、
ま
た
、
市
町
村

に
よ
っ
て
保
険
料
額
に
差
が
あ
り
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
高

齢
者
の
方
々
の
間
で
負
担
を
公
平
に
す

る
と
い
う
考
え
方
の
下
、
対
象
者
全
員

に
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
保
険
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
原
則
と
し
て
、
山
梨
県
内
で
同

じ
所
得
で
あ
れ
ば
、
同
じ
保
険
料
と
な

り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
健
康
保
険
や
共
済
組

合
の
被
保
険
者
の
方
は
、
現
在
加
入
さ

れ
て
い
る
制
度
で
の
保
険
料
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
制
度
以
外
の
保
険
制
度

に
加
入
し
て
い
た
被
扶
養
者
の
方
も
、

新
た
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
制
度
加
入
時
か

ら
２
年
間
、
保
険
料
が
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
度
は
保
険
料
の
負
担

凍
結
に
よ
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
は
保
険
料
の
負
担
は
な
く
、
10

月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
保
険
料

が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

で
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

は
、次
の
よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

▽
住
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
る
方

▽
前
年
度
収
入
金
額
の
合
計
が
１
２
０
万

円
以
下
の
方

（
世
帯
員
２
人
の
場
合
を
基
準
と
し
て
、

３
人
以
上
の
場
合
は
世
帯
員
１
人
に
つ

き
35
万
円
を
加
算
し
た
額
）

▽
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方

（
税
法
上
の
扶
養
親
族
、
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
、
給
与
計
算
上
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
な
い
方
）

▽
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が

３
５
０
万
円
以
下
の
方

▽
世
帯
全
員
が
居
住
用
資
産
以
外
に
処
分

で
き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い
方

■
軽
減
割
合

▽
第
１
・
２
段
階
の
保
険
料

　
　
４
分
の
３
に
減
額

▽
第
３
段
階
の
保
険
料

　
　
２
分
の
１
に
減
額

※
保
険
料
第
１
段
階
の
う
ち
、
生
活
保
護

受
給
者
は
除
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

は
、
左
図
の
よ
う
な
新
し
い
保
険
証
が
一

人
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
に
は
自

己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
は
必
ず
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
毎
年
更
新
さ
れ
、
７
月
中
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
平
成
20
年

は
３
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
７

月
は
負
担
割
合
の
変
更
の
あ
る
方
の
み
更

新
さ
れ
、
保
険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
古
い
保
険
証
は
回
収
に
な
り
ま
す
。）

※
老
人
保
健
制
度
で
交
付
さ
れ
た
医
療
受

給
者
証
は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
使
え

な
く
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
金
額
は
、
対
象
者
の
年
金
や

事
業
所
得
な
ど
他
の
所
得
も
合
算
し
た

所
得
額
を
も
と
に
、
全
体
的
な
負
担
能

力
に
応
じ
て
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
決
定
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
の
方
一
人
ひ

と
り
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
受
給
し
て

い
る
年
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
特
別
徴

収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま

す
。

　
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
の
旧
被
保
険
者
本
人
の
方
は

平
成
20
年
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
、
10

月
以
降
は
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
に
替

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
10
月
以
降
、
軽
減
さ
れ
た
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■特別徴収(年金から差し引きされる)　
　　支払開始　平成20年４月から　　　対象者　年金が年額18万円以上の方
　※４月初めに「後期高齢者医療仮徴収額決定通知書・納入通知書」を送付します。

■普通徴収(納付書などで金融機関に支払う)
　　支払開始　平成20年７月から支払開始　　　対象者・年金が年額18万円未満の方
　・介護保険料と後期高齢者医療保険料を合わせた金額が、年金額の２分の１を超える方
　※対象者には、期日までに納付書が送付されます。

特別徴収 納　期　　　4月　　　6月　　　8月　　　10月　　�12月　　�2月

�仮　　徴　　収 本　　徴　　収

普通徴収 納　期　　　7月　　8月　　9月　　10月　　11月　　12月　　1月　　2月

本　　徴　　収

※65歳以上の公的年金所得者は、年金所得から15万円を控除した金額で計算します。

■問合せ先　市民環境部　国民健康保険課　☎０５５(２６２)４１１１

・均等割額と所得割率（保険料率）は２年ごとに見直され、原則としては県内では統一の保険料率となります。
・賦課限度額�５００,０００円
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合
併
症
と
し
て
脳
炎
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
、
10
代
か
ら
20
代
の
方
に
麻
し

ん
が
流
行
し
、
高
校
・
大
学
を
中
心
に
、

多
く
の
学
校
が
休
校
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
し
か

接
種
し
て
い
な
い
年
代
へ
の
２
回
目
の

接
種
が
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接

種
す
る
意
義
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な
か
っ
た

子
ど
も
に
免
疫
を
与
え
る
（
数
％
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
）
。

②
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た
が
、
時

間
の
経
過
に
伴
い
、
そ
の
免
疫
が
減
衰

し
た
子
ど
も
に
再
び
刺
激
を
与
え
、
免

疫
を
強
固
な
も
の
に
す
る
。

③
未
接
種
の
子
ど
も
に
も
う
一
度
接
種
を

受
け
る
機
会
を
つ
く
る
。

　
４
月
か
ら
６
月
は
麻
し
ん
流
行
の
時
期

で
す
。
対
象
の
方
に
は
個
別
通
知
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
１

　
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
抵
抗
力(

免

疫)

を
も
ら
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、

生
後
12
カ
月
頃
に
は
そ
の
力
が
自
然
に
失

わ
れ
ま
す
。
予
防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
へ

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
、
ま
た
、
周
り

へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な
手
段
で

す
。

　
予
防
接
種
に
は
、
予
防
接
種
法
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
定
期
の
予
防
接
種
と
、
そ

れ
以
外
の
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
定
期
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
費
用
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接

種
記
録
を
確
認
し
、
ま
だ
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
お
子
さ
ん
に
は
、
早
目
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

・
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
は
、
予
診

票
、
契
約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お

知
ら
せ
を
個
別
通
知
し
ま
す
。
（
な
お
、

通
知
発
送
対
象
児
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

・
定
期
予
防
接
種
が
、
接
種
可
能
な
期
間

内
で
、
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
地
の
支
所
で
再
交
付
の
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
、
必
ず
事
前
に

支
所
の
保
健
師
に
連
絡
し
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
定
期
予
防
接
種
の
接
種
可
能
な
期
間
が

終
了
し
て
い
る
予
防
接
種
は
、
自
費
で

の
接
種
に
な
り
ま
す
が
、
主
治
医
と
ご

相
談
の
う
え
、
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

・
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
①
接
種

期
間
、
②
各
予
防
接
種
の
効
果
や
目
的
、

副
反
応
の
可
能
性
な
ど
を
よ
く
理
解
し

た
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
①
母
子
健
康

手
帳
、
②
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
ま
し

ょ
う
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
５
年
間
の
期
限
付

き
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
定
期
予
防
接
種

の
対
象
が
、
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
（
３
期
）
、
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
（
４
期
）
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
、
一
般
に
小
児
期
に
多

い
急
性
の
感
染
症
で
す
。
麻
し
ん
に
か
か

る
と
、
１
０
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
、

・麻しん風しん混合（ＭＲ）の３期、４期は、予防接種法に基づき平成20年4月から5年間の期限付きで実
施することになりました。

・平成17年６月から、日本脳炎の予防接種は積極的にはおすすめしていません。（ただし、日本脳炎流行地
への渡航などで感染するおそれが高いと認められる方や保護者が強く接種を希望する場合は接種を受けら
れます）

　
介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を

受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
利
用
時
に
、
施
設
の
窓
口
で

提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
食
費
と
居

住
費
（
滞
在
費
）
の
支
払
い
が
負
担
限

度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
の
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス(

デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど)

の
食
費
は
対
象
外
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

利
用
者
負
担
段
階
が
、
第
１
段
階
〜

第
３
段
階
に
該
当
す
る
方
で
す
。

第
１
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

第
２
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計

所
得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の

合
計
が
年
間
80
万
円
以
下
の
方

第
３
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
利
用

者
負
担
第
２
段
階
に
該
当
し
な
い

方�
�

�

■
負
担
限
度
額

居
住
費
と
食
費
に
は
、
利
用
者
負
担

段
階
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
ま
た
は
各

支
所
の
住
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
有
効
期
限

毎
年
７
月
１
日
が
認
定
証
の
年
度
更

新
日
で
す
。

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ
の

更
新
の
お
知
ら
せ
は
、
５
月
下
旬
以

降
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月
の

初
日
か
ら
次
の
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

負
担
限
度
額
認
定
申
請
は
、「
や
ま
な

し
く
ら
し
ね
っ
と
」(

や
ま
な
し
申
請
・

予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト)

か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

介
護
総
務
担
当

☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
３

（
内
線
１
５
２
）

多床室
(相部屋)

第１段階� ８２０円��� ４９０円��� ３２０円� ４９０円� 　　０円� ３００円

第２段階� ８２０円��� ４９０円��� ４２０円� ４９０円� ３２０円� ３９０円

第３段階� １,６４０円���１,３１０円��� ８２０円� １,３１０円� ３２０円� ６５０円

利用者負担段階

１日当たりの居住費
１日当たり

の食費ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型個室
（特養）

従来型個室
(老健・療養)

生後6カ月未満

生後3カ月～生後90カ月未満

生後3カ月～生後90カ月未満

〃

11歳～13歳未満

生後12カ月～生後24カ月未満

5歳～７歳未満で小学校就学前1年間

中学1年生に相当する年齢

高校3年生に相当する年齢

（現在、見合わせ中）

予防接種の種類

BCG

ポリオ

三種混合（DPT）

(D:ジフテリア　P：百日せき　T：破傷風)

二種混合（DT）�(D:ジフテリア　T：破傷風)

麻しん風しん混合（MR）

日本脳炎

1期初回

1期追加

1期

2期

3期

4期

1期初回

1期追加

回��数

1回

2回

3回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

2回

1回

法律で定められている
接種可能な期間
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平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
「
高
齢
者
虐

待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
法
と
い

う
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
法
で
は
、
高

齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
虐
待
と
は
、

家
族
な
ど
養
護
者
に
よ
る
虐
待
や
養
介
護

施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　
虐
待
問
題
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
養
護

者
（
介
護
者
）
が
介
護
に
よ
り
心
身
共
に

疲
労
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
こ
と
で
す
。
虐
待
を
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
自
分
で
は
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
介

護
の
負
担
を
軽
減
す
る
策
を
と
る
こ
と
、

ま
た
問
題
が
生
じ
て
い
る
時
は
、
第
三
者

が
介
入
す
る
な
ど
し
て
、
虐
待
の
悪
循
環

を
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
法
で
は
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
と
し
て
「
身

体
的
虐
待
」
、
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放

任
」、「
心
理
的
虐
待
」、「
性
的
虐
待
」、「
経

済
的
虐
待
」
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

■
身
体
的
虐
待

▽
た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

▽
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
た
り
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
与
え
る
な
ど

■
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

▽
空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態
の
ま

ま
に
す
る
な
ど

▽
お
む
つ
な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
状

態
や
住
環
境
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

■
心
理
的
虐
待

▽
排
せ
つ
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
高
齢
者

に
恥
を
か
か
せ
る
な
ど

▽
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
の
の
し

る
、
悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど

■
性
的
虐
待

▽
懲
罰(
ち
ょ
う
ば
つ)

的
に
下
半
身
を
裸

に
し
て
放
置
す
る
　
な
ど

▽
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス
を

強
要
す
る
な
ど

■
経
済
的
虐
待

▽
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い
な
ど

▽
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、
預
貯
金
な
ど

を
、
本
人
の
意
思
や
利
益
に
反
し
て
使

用
す
る
な
ど

■
家
庭
で
の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
、
市
町
村
の
担

当
窓
口
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場

合
、
通
報
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
本

人
も
届
出
が
で
き
ま
す
。

■
施
設
な
ど
で
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

施
設
な
ど
の
職
員
が
虐
待
に
気
づ
い
た

時
は
、
市
町
村
へ
通
報
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
（
※
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
）
職
員
以
外
の
方
も
、
生
命
や
身

体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
、
通
報

は
義
務
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
虐
待
を
受

け
て
い
る
高
齢
者
本
人
も
届
出
が
で
き

ま
す
。

■
通
報
・
問
合
せ
先

・
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
７

・
市
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
平
成
20
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予

防
及
び
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
内
臓
脂

肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
）
に
着
目
し
た
特
定
健
診
、
特
定

保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
（
政
管
健
保
）

被
扶
養
者
の
健
診
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
、
多
く
の
政
管
健
保
被
扶
養
者

が
市
町
村
の
住
民
健
診
な
ど
を
受
診
し
て

い
ま
し
た
が
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
被
扶
養

者
は
、
政
管
健
保
の
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
な
お
、
40
歳
以
上
の
被
扶
養
配
偶
者
を

対
象
と
し
た
、
政
管
健
保
の
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
は
廃
止
さ
れ
ま
す
）

※
健
康
保
険
組
合
加
入
者
は
、
加
入
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
組
合
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
被
扶
養
者
は
、
市
町
村
が
行
う
集
団

健
診
の
場
で
特
定
健
診
を
受
診
す
る
か
、

最
寄
り
の
健
診
機
関
で
特
定
健
診
を
受

診
し
ま
す
。

①
社
会
保
険
事
務
局
が
、
特
定
健
診
受
診

券
申
請
書
を
事
業
所
あ
て
に
送
付

　（
40
歳
〜
74
歳
の
対
象
者
全
員
分
）

※
６
月
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
被
扶
養
者
は
、
受
診
券
申
請
書
に
署
名

し
事
業
所
へ
提
出

③
健
康
管
理
事
業
財
団
が
、
受
診
券
を
事

業
所
あ
て
に
送
付

※
笛
吹
市
で
は
、
４
月
か
ら
集
団
健
診

が
始
ま
り
ま
す
が
、
受
診
券
が
対
象

者
の
手
元
に
届
く
ま
で
の
間
、
石
和
・

一
宮
・
芦
川
地
区
の
方
は
保
険
証
の

み
で
受
診
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
　

・
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
　
保
険
課
　
　

　
☎
０
５
５（
２
３
１
）８
７
７
８

・
財
団
法
人
　
社
会
保
険
健
康
事
業
財
団

　
☎
０
５
５（
２
２
４
）３
３
４
１

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お
む

つ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
期
間

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
3

月
31
日
ま
で
の
後
期
分

※
在
宅
福
祉
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
１
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上
在
宅
期
間
が

あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
平
成
19

年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
方
で
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
で
、
尿
失
禁
な
ど
に
よ

り
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

②
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時
紙
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
、
２
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、
パ

ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と
り
パ

ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
外
で
す
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
市
の

保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
状
況
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
助
成
金
額
　
１
カ
月
　
４
０
０
０
円

■
申
請
受
付
期
間
　

　
４
月
１
日
（
火
）〜
15
日（
火
）

※
申
請
に
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書
（
日

付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
れ

ば
レ
シ
ー
ト
で
も
可
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
、
対
象

者
に
助
成
金
請
求
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
１
）１
９
０
２

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
（
芦
川
支
所
は

地
域
住
民
課
）
　

　
私
立
わ
か
ば
保
育
園
で
は
、
月
１
回
、

園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
親
子
で
戸
外
遊
び
、
お
散
歩
を
し
た
り
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

製
作
あ
そ
び
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽

し
い
遊
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
、
情
報
交
換
を
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
活
動
日
時

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
10
時
〜
12
時

（
平
成
20
年
５
月
〜
平
成
21
年
３
月
ま

で
）

※
活
動
日
は
、
園
の
行
事
な
ど
に
よ
り
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
数
　

親
子
10
組
（
０
〜
３
歳
ま
で
の
未
就
園

児
）

※
第
１
子
優
先
で
す

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
成
20
年
４
月
21
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
受
付
）

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

わ
か
ば
保
育
園

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
７
３
７

☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

■問合せ先

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機

関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、

新
し
い
予
診
票
と
交
換
し
ま
す
の
で
、

各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 2 0 年 1 月 生 ま れ

平 成 1 9 年 4 月 生 ま れ

平 成 9 年 4 月 生 ま れ

現在見合わせています
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市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
策
定
す
る
「
笛

吹
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
並
び
に
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
検
討
を
行
う
策

定
検
討
委
員
会
の
一
般
公
募
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
策
定
検
討
委
員
会
は
、
市
に
お
け
る

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
構
築
と
介
護
保
険
の
健
全
な
運
営

を
策
定
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。

■
募
集
人
員
　
３
人
以
内

■
応
募
方
法

次
の
事
項
を
明
記
し
、
郵
送
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
（
様
式

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
）

①
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号

②
介
護
経
験
の
有
無
（
あ
る
場
合
は
そ

の
年
数
）

③
作
文
（
４
０
０
字
以
内
）

　
「
応
募
し
た
動
機
」
、
「
高
齢
社
会
」
、

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
社
会
貢
献
」、

「
介
護
予
防
」、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

■
応
募
締
切

　
４
月
25
日
（
金
）必
着

■
採
用
基
準

介
護
経
験
、
居
住
地
域
、
年
齢
、
性

別
を
考
慮
し
て
専
攻
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
４
０
６
│

０
０
３
１

笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
０

笛
吹
市
役
所
　
保
健
福
祉
部

介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
５
５
（
２
６
１
）１
９
０
３

℻
０
５
５
（
２
６
２
）１
３
１
８

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
国
保
税
の
納
期

が
年
６
回
か
ら
８
回
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
、
国
保
税
納
税
通
知
書

は
仮
算
定
と
本
算
定
の
年
２
回
（
４
月
・

８
月
）
の
送
付
で
し
た
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
本
算
定
の
み
の
年
１
回
（
７
月
）

の
送
付
と
な
り
ま
す
。

※
納
期
限
が
祝
休
日
・
土
曜
日
・
日
曜

日
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
翌
日

が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
は
納
期
限
と
同
日
で
す
が
、

第
６
期
の
口
座
振
替
日
は
12
月
25
日

で
す
。

※
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
年
６
回
、
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
（
対
象

者
に
は
、
４
月
上
旬
に
文
書
を
送
付

し
ま
す
）

■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱
退
、
変

更
な
ど
の
手
続
き
は
、
本
人
か
ら
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
資
格

が
発
生
し
た
時
点
（
届
出
日
で
は
な
い
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
（
税
）
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
脱
退
手

続
が
遅
れ
る
と
、
新
た
に
加
入
し
た
職
場

の
健
康
保
険
な
ど
へ
も
保
険
料
（
税
）
を
二

重
で
納
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
方
で
、
被
保
険
者
本
人
の
方
が
後

期
高
齢
者
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部
　

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

　
平
成
20
年
度
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、

毎
月
１
万
４
４
１
０
円
で
す
。
納
付
書
（
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）
は
４
月
上

旬
、
社
会
保
険
庁
か
ら
ご
本
人
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納

付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

○
お
す
す
め
は
、
お
得
な
「
前
納
制
度
」

と
便
利
な
「
口
座
振
替
」

　
４
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書

に
、
前
納
専
用
納
付
書
、
口
座
振
替
依

頼
書
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
可
能
に

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
カ
ー

ド
会
社
へ
の
お
支
払
い
回
数
は
、
１
回

払
い
の
み
で
す
。（
分
割
払
い
や
リ
ボ
払

い
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

※
保
険
料
の
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
方

や
、
過
去
の
未
納
分
に
つ
い
て
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

○
平
成
19
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
の
方
へ

　
20
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に

は
、
３
月
下
旬
に
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
新
規
申
請

の
場
合

　
年
金
手
帳
と
学
生
証
（
写
し
可
）
ま
た
は

在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

の
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
相
談
会
の
お
知
ら
せ

・
４
月
２
日（
水
）御
坂
支
所

・
４
月
16
日（
水
）春
日
居
支
所

　
午
前
９
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
問
合
せ
先

・
市
民
環
境
部

国
民
健
康
保
険
課
　
国
民
年
金
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
２
４
）

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

（
国
民
年
金
に
関
す
る
問
合
せ
）

☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
４
１

本算定

本算定

仮算定 平
成
19
年
度
納
期

第
１
期
　
　
４
月
末

第
２
期
　
　
６
月
末

第
３
期
　
　
８
月
末

第
４
期
　
　
10
月
末

第
５
期
　
　
12
月
25
日

第
６
期
　
　
２
月
末

平
成
20
年
度
納
期

第
１
期
　
　
７
月
末

第
２
期
　
　
８
月
末

第
３
期
　
　
９
月
末

第
４
期
　
　
10
月
末

第
５
期
　
　
11
月
末

第
６
期
　
�

12
月
28
日

第
７
期
　
�

１
月
末

第
８
期
　
�

２
月
末

その他手続きが
必要な場合

国保から
脱退の場合

国保へ加入
の場合

届
出
が
必
要
な
場
合

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
時
、

ま
た
は
該
当
し
な
く
な
っ
た
時

修
学
の
た
め
他
の
市
区
町
村
に
転
出
し

て
い
る
子
ど
も
な
ど
が
卒
業
し
た
時

修
学
の
た
め
、
子
ど
も
が
他
の
市
区
町

村
に
住
む
時（
毎
年
度
手
続
が
必
要
で
す
）

死
亡
し
た
時

生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
た
時

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
時

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時

生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
時

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
を
や
め
た
時

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
時

保
険
証
、印
か
ん
、

年
金
証
書（
退
職
者
医
療
制
度
該
当
者
）

保
険
証
、卒
業
証
書
、印
か
ん

保
険
証
、在
学
証
明
書
、印
か
ん

保
険
証
、印
か
ん

保
険
証
、保
護
決
定
通
知
書
、印
か
ん

国
保
と
職
場
の
健
保
の
保
険
証
、扶
養

認
定
年
月
日
の
証
明
書
な
ど
、印
か
ん

保
険
証
、印
か
ん

母
子
健
康
手
帳
、印
か
ん

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、印
か
ん

職
場
の
健
保
を
や
め
た
証
明
書

(

退
職
証
明
な
ど)

、印
か
ん

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、印
か
ん

手
続
に
必
要
な
も
の
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森
林
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防

止
、
木
材
生
産
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有

し
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
重

要
な
役
割
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
、
向
上
を
図

る
た
め
に
は
間
伐
に
よ
る
手
入
れ
が
必
要

で
す
。

　
県
で
推
進
し
て
い
る
「
環
境
公
益
林
整

備
支
援
事
業
」
は
、
国
と
県
が
経
費
を
負

担
す
る
こ
と
で
、
森
林
組
合
な
ど
が
森
林

所
有
者
の
負
担
な
し
で
間
伐
を
行
う
制
度

で
す
。
お
持
ち
の
山
や
身
近
な
山
で
間
伐

を
行
え
ず
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
森
林
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課

ま
た
は
最
寄
り
の
森
林
組
合
、
峡
東
林
務

環
境
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
　

■
対
象
と
な
る
森
林
、
条
件
な
ど

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
で
「
水
土
保
全

林
」
か
「
森
林
と
人
と
の
共
生
林
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
私
有
林
で
、
「
非
常

に
混
み
合
っ
て
い
る
」
、
「
樹
高
に
比
べ
幹

が
細
く
折
れ
や
す
い
」
、
「
形
質
が
不
良
の

木
が
多
い
」
な
ど
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

も
の
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、

間
伐
後
10
年
間
は
転
用
ま
た
は
皆
伐
を

行
わ
な
い
、
20
年
間
は
公
益
的
機
能
を

損
な
う
行
為
を
行
わ
な
い
な
ど
の
協
定
、

誓
約
を
交
わ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

・
中
央
森
林
組
合

　
☎
０
５
５
（
２
３
２
）０
５
８
１

・
峡
東
森
林
組
合

　
☎
０
５
５
３
（
３
３
）２
９
０
１

・
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

　�

☎
０
５
５
３
（
２
０
）２
７
２
２

一般の造林事業

国補助金
５１％

県補助金
１７％

所有者負担
３２％

環境公益林整備支援事業

国補助金
５１％

県補助金
１７％

県上乗せ交付金
３２％

　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は
正

し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち

ろ
ん
、
農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農

作
物
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
住
宅
地
周
辺
で
農
薬
散
布
を
す
る
時
は
、

事
前
に
周
辺
の
住
民
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
散
布
方
法
や
時
間
帯
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
農
薬
の
残
液
を
河
川
な
ど
に
流
す
と
、

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
適
用

作
物
、
使
用
濃
度
、
使
用
時
期
、
使
用

回
数
な
ど
の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事

項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
事
業
所
や
家
庭
で
、
樹
木
や
花
だ
ん
な

ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐
車
場
な
ど
の

農
地
以
外
の
場
所
で
除
草
剤
を
散
布
す

る
よ
う
な
場
合
で
も
、
周
辺
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
農
作
物
に
農
薬
が
飛
散
す
る

と
、
そ
の
農
作
物
が
出
荷
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
、

地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
森
林
や
樹
木
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
環

境
の
保
全
な
ど
、
人
間
が
健
康
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
送
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
緑
の
募
金
運
動
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
運
動
期
間

▽
春
季
　

４
月
１
日
〜
５
月
31
日
（
一
宮
・
八
代
・

境
川
・
春
日
居
・
芦
川
地
区
）

▽
秋
季
　

　
９
月
１
日
〜
30
日
（
石
和
・
御
坂
地
区
）

■
実
施
方
法

▽
家
庭
募
金

各
地
区
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
各
ご

家
庭
か
ら
募
金
を
募
り
ま
す
。

▽
街
頭
募
金

４
月
４
日
に
石
和
温
泉
駅
前
で
荻
野
市

長
や
緑
の
少
年
少
女
隊
を
中
心
に
、
募

金
運
動
を
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
農
林
振
興
課
に
も
募

金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

■
緑
の
募
金
の
使
い
道

・
緑
化
の
推
進

市
内
の
学
校
へ
の
植
栽
や
緑
化
資
材
の

購
入
、
公
共
施
設
の
緑
化
、
緑
の
少
年

少
女
隊
の
育
成
、
緑
化
の
啓
発
な
ど

・
森
林
の
整
備

水
源
の
森
や
み
ん
な
の
森
の
造
成
、
森

の
整
備
な
ど

・
国
際
協
力

　
熱
帯
林
の
保
全
、
砂
漠
の
緑
化
な
ど

※
平
成
19
年
度
緑
の
募
金
実
績

　
２
８
１
万
３
４
３
５
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議
（
産
業
観
光
部

農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

　
「
山
火
事
は
　
地
球
も
未
来
も
　
燃
や

し
ま
す
」（
平
成
20
年
全
国
山
火
事
予
防
運

動
統
一
標
語
）

　
春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
き

や
す
い
な
ど
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い

気
象
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山
林
に
は
燃
え
や
す
い
落
葉
や

枯
草
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
で
、
一
度
火

災
が
発
生
す
る
と
、
非
常
に
大
き
な
被
害

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
燃
え
た
森
林

を
元
に
戻
す
に
は
、
多
く
の
費
用
と
時
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
ご
確
認
の
う
え
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
の
山
火
事
予
防
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
場
所
で
は
、
た
き
火
は
し
な
い
こ
と
。

○
火
気
の
使
用
後
、
そ
の
場
所
を
離
れ
る

時
は
、
完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。

○
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
・
火

入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

○
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
許
可
を
受

け
る
こ
と
。

○
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、
吸

い
が
ら
の
火
は
必
ず
消
す
こ
と
。
ま
た
、

吸
い
が
ら
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

○
子
ど
も
は
火
遊
び
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
こ
と
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
）

整
備
前

整
備
後

　笛吹市では、地域の農業環境を守り、市の基幹産業である農業をさらに振興していくため「農業振興地

域の整備に関する法律」に基づき、農業振興地域の見直しを行います。

　この計画の中で、農業振興を図っていく地域を「農用地区域（農振青地）」として設定していますが、

通常、この区域は農業以外の目的での利用はできません。よって、やむを得ず他の目的で利用する場合に

は、農振除外の手続きを経て県と協議し、県知事の同意や許可を得ることが必要です。

　市では６月に、この農振除外の受付を行います。

　■書類配布　５月１日（木）から　※土日祝日を除く

　■受付期間　６月２日（月）～16日（月）※土日を除く

　■書類配布・受付場所　農林振興課

　■問合せ先　産業観光部　農林振興課　農産推進担当　☎０５５（２６２）４１１１　（内線２３３・２３４）

緑の少年少女隊の活動
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項
　
　
目

期
　
　
間

本
人
資
産
の
課
税
の
内
容
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
賃
借
権
等
を
有
す
る
人
（
借
地
借
家
人
等
）
も
そ
の
権
利
の
目
的
で

あ
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

ご
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外
の
価
格
等
も
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
縦

覧
で
き
ま
す
。

常
に
閲
覧
可
能
。
平
成
20
年
度
分
は
、
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

４
月
１
日
（
火
）
〜
７
月
31
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

手
　

数
　

料

１
件
３
０
０
円
（
納
税
義
務
者
ご
と
）

※
但
し
、
縦
覧
期
間
中
（
７
月
31
日
ま
で
）
は
手
数
料
無
料

無
料

場
　
　
所

市
役
所
（
本
庁
舎
）
税
務
課
・
各
支
所

市
役
所
（
本
庁
舎
）
１
階
税
務
課

縦
覧
で
き
る

人

（
ア
・
イ
・
ウ
の
い
ず
れ
か
）

ア.�

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、
ま
た
は
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
等

を
お
持
ち
の
人
（
代
理
人
）

イ.�

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
、
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的

と
す
る
権
利
を
有
し
賃
借
料
等
の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
人

ウ.�

破
産
管
財
人
な
ど
、
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
人

（
ア
・
イ
の
い
ず
れ
か
）

ア.�

市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

イ.�

納
税
者
の
代
理
権
を
有
す
る
人
（
委
任
状
等
が
必
要
）

縦
覧
で
き
る

固
定
資
産
と

事
項

土
地
／
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
固
定
資
産
の
評
価
額
、
課
税
標
準
額

及
び
税
額
等

家
屋
／
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準

額
及
び
税
額

※
土
地
家
屋
な
ど
に
権
利
を
有
す
る
人
は
、
そ
の
目
的
と
な
る
固
定
資
産
に

限
ら
れ
ま
す
。

納
税
者
の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
が
縦

覧
で
き
ま
す
。

土
地
／
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

家
屋
／
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

縦
覧
に

必
要
な
も
の

①
納
税
義
務
者
の
場
合
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
納
税
通
知
書
、
運

転
免
許
証
、
各
種
健
康
保
険
証
等
）
が
必
要
。
（
代
理
人
の
場
合
は
、
委

任
状
が
併
せ
て
必
要
）
ま
た
、
納
税
義
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
法

人
の
代
表
者
印
が
押
印
さ
れ
た
申
請
書
が
必
要
。

②
土
地
、
家
屋
等
の
処
分
を
す
る
権
利
、
賃
借
権
、
そ
の
他
の
使
用
、
ま
た
は

収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
人
の
場
合
は
、
そ
の
権
利
が
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
（
賃
貸
借
契
約
書
等
及
び
貸
借
料
等
を
払
い
込
ん
だ
こ

と
の
わ
か
る
領
収
書
等
や
裁
判
所
等
に
よ
る
選
任
書
等
）
も
併
せ
て
必
要
。

納
税
義
務
者
の
場
合
は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、
各
種
健
康
保
険
証
等
）
が
必
要
。

（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
等
が
併
せ
て
必
要
）

ま
た
、
納
税
義
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
、
法
人
の
代
表
者
印
が
押
印

さ
れ
た
申
請
書
が
必
要
。

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

※平成20年7月の固定資産税課税の際、上記の閲覧資料と同じ内容の「課税明細書」を納付書（ま

たは納税通知書）に同封して郵送します。

　この「課税明細書」は、平成20年分の確定申告の際に租税公課の算出に必要な資料ですので大切

に保管してください。

■問合せ先　総務部　税務課　資産税担当　☎055（262）4111（内線131～133）

午前 9：00～11：305月18日（日） 春日居支所北側駐車場春 日 居 町

午後 1：30～ 2：305月13日（火） ふるさと総合センター前芦 川 町

午前 9：00～11：305月13日（火） 境川支所裏駐車場境 川 町

午後 1：30～ 3：005月12日（月） 八代支所前八 代 町

午前 9：30～11：305月 9日（金） 一宮支所福祉センター前一 宮 町

午前11：20～12：00御坂西小体育館前

午前10：30～11：00成田公民館

午前 9：40～10：10
5月 8日（木）

御坂体育館
御 坂 町

午前 9：00～ 9：30東部公民館

午前 9：00～11：305月11日（日） 笛吹市役所本庁舎石 和 町

実施時間実施月日 実施場所

　地球温暖化防止活動推進員さんと一緒にボランティア活動をしてみ

ませんか。遊休農地に菜の花を植えて、BDF（バイオディーゼルフュ

ーエル）を作る活動やイベントでの普及啓発活動を手伝っていただけ

る方を募集しています。

　お気軽にごみ減量課（担当��太田）までお問い合わせください。

vol.34

問
合
せ
先

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

分ければ資源混ぜればごみごみの分別に迷ったときはごみの分け方カレンダー

予 防 注 射 料 金

注射済票交付手数料

登 録 手 数 料

　 合 　 計 　

実施場所で行った場合 訪問により行った場合

登録済犬

2,850円

550円

3,400円

4,050円

550円

4,600円

2,850円

550円

3,000円

6,400円

4,050円

550円

3,000円

7,600円

新規登録犬 登録済犬 新規登録犬

　
狂
犬
病
予
防
法
で
、

生
後
3
カ
月
以
上
の

犬
は
、
毎
年
1
回
の

予
防
注
射
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
下
記
の
日
程
で
、

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
登
録
済
の
犬
は
、

飼
育
者
に
通
知
ハ
ガ

キ
が
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
そ

の
ハ
ガ
キ
を
最
寄
り

の
会
場
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
予
備

日
で
都
合
の
付
か

な
い
方
は
、
6
月

末
ま
で
に
最
寄
り

の
獣
医
師
の
下
で

行
う
か
、
訪
問
注

射
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

広報ふえふき��2008.04�No.43
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相　談　員開設日開設場所 時間

・笛吹市社会福祉協議会�・同　石和支所� ・同　御坂支所� ・同　一宮支所
　☎055(265)5182� 　☎055(262)1267� 　☎055(263)0848� 　☎0553(47)2288
� ・同　八代支所� ・同　境川支所� ・同　春日居支所� ・同　芦川支所
� 　☎055(265)2240� 　☎055(266)5911� 　☎0553(26)3667� 　☎055(298)2170

■問合せ先

４月２３日（水）

５月２８日（水）

６月２５日（水）

４月１７日（木）

６月１９日（木）

５月２１日（水）

４月　９日（水）

６月１１日（水）

５月　８日（木）

５月　１日（木）

６月　５日（木）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員�

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
活
動

に
最
適
な
保
険
で
、
５
人
以
上
の
団
体
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
中

の
傷
害
事
故
や
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
、

活
動
会
場
ま
で
の
往
復
中
の
事
故
が
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
中
の
突
然
死
に
対
し
て
も

共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
万

一
の
事
故
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
20
年
度
受
付
は
、
４
月
か
ら
行
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

ま
た
は
各
地
区
体
育
担
当

・
石
和
地
区
　

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９
　

・
御
坂
支
所
地
域
課
　

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
２
７
１

・
一
宮
支
所
地
域
課
（
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
１
１
２

・
八
代
支
所
地
域
課（
八
代
総
合
会
館
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

・
境
川
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）２
１
１
１

・
春
日
居
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
１
１
１

・
芦
川
支
所
地
域
住
民
課

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
１
１
１

　
４
月
か
ら
子
ど
も
向
け
ポ
イ
ン
ト
制
度

「
キ
ッ
ズ
ポ
イ
ン
ト
Ｆ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
教
育
委
員
会
で
開
催

す
る
子
ど
も
向
け
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
参
加
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
カ
ー
ド
が
配

布
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン

ト
シ
ー
ル
を
た
め
て
い
き
ま
す
。

　
年
度
末
に
は
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、

表
彰
や
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
が

あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
お
子
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
青
少
年
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

民
生
費
と
し
て

　
　
　
　
菊
島�

ふ
ゆ
の�

様（
一
宮
町
）

発電機 災害用毛布 防災倉庫

エンジンチェーンソー

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

※できる限り事前にご予約く
ださい。予約数に空きがあ
れば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協
議会本所・各支所どちらで
も結構です。

○専門家への相談…………………弁護士・司法書士
○相談員への相談�

心配ごと（福祉関係）相談………民生委員・児童委員
人権相談…………………………人権擁護委員
行政相談（行政機関について）…行政相談委員
消費生活相談……………………消費生活相談員

【相談内容・相談対応者】

芦川町ふれあいプラザ

ふれあいの家
（旧石和保健所）

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
今
回
の
運
動
の
基
本
は
、
「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
で
す
。

　
重
点
項
目
は
、

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に
よ

る
朝
の
登
校
指
導
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
及
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
変
わ
る
４
月
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
の
方
も
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
を
持
ち
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
短
時
間
（
パ
ー
ト
）
労
働
者
と
は
、「
１

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
通
常
労
働
者
よ

り
短
い
労
働
者
」
を
言
い
ま
す
。

　①
労
働
条
件
の
文
書
交
付
・
説
明
義
務

②
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
の
促
進

（
職
務
の
内
容
（
職
務
の
内
容
と
責

任
の
程
度
）
、
人
材
活
用
の
仕
組
み

や
運
用
な
ど
、
契
約
期
間
の
３
つ
の

要
件
が
通
常
の
労
働
者
と
同
じ
か
ど

う
か
で
、
賃
金
、
教
育
訓
練
、
福
利

厚
生
な
ど
の
待
遇
の
取
扱
を
決
定
）

③
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
推
進
の
た
め

の
措
置

④
苦
情
処
理
・
調
停
な
ど
の
紛
争
解
決
援

助
制
度
の
創
設

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
５
５
（
２
２
５
）２
８
５
９

　
４
月
13
日
は
、
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻

の
開
催
の
た
め
、
本
庁
日
曜
窓
口
を
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　御坂町上黒駒自主防災組織では、（財）自治総合センターが宝くじの普及広報事業として行うコミ

ュニティ助成事業の助成金を受け、防災倉庫・防災資機材の整備を行いました。

　この事業により、自主防災組織の地域防災力や防災意識の向上が期待されます。

　このようなところにも宝くじは役立てられています。

改
正
点

善
意
の
ご
寄
付
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２
月
に
入
り
、
石
和
町
東
油
川
地
区
に

指
定
暴
力
団
の
事
務
所
建
設
の
動
き
が
あ

り
、
地
元
で
は
﹁
富
士
見
地
区
暴
力
団
追

放
対
策
協
議
会
﹂
を
発
足
さ
せ
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
行
政
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

力
し
て
、
事
務
所
周
辺
へ
の
の
ぼ
り
旗
の

設
置
、
署
名
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

決
起
集
会
、
デ
モ
行
進
も
行
い
ま
し
た
。

　
暴
力
団
事
務
所
の
建
設
が
進
み
、
暴
力

団
の
活
動
が
本
格
化
す
る
と
、
周
辺
地
域

の
健
全
な
市
民
生
活
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
市
民
が
一
致
団
結
す
る
と
と
も
に
、
警

察
・
行
政
機
関
と
さ
ら
に
連
携
を
図
り
、

笛
吹
地
域
か
ら
暴
力
団
組
織
を
追
放
し
、

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
が
送
れ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。約1000人のデモ行進

※金額は税抜き価格です。

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

グループウェアシステムライセンス購入 石和町 5,500,000 4,797,000 （株）小林事務機 平成20年1月17日

サーバ機器購入 石和町 2,300,000 1,860,000 （株）小林事務機 〃

消防ホース及び消火栓用物品購入 石和町市部 7,000,000 不　調　 不　調 〃

広瀬地内水路測量設計委託 石和町広瀬 3,720,000 2,500,000 パイロット測量設計（株） 〃

春日居地区北部幹線配水管実施設計業務委託 4,000,000 2,320,000 日本水工設計（株）山梨事務所 〃

春日居中学校南配水管布設替工事 春日居町鎮目 2,590,000 2,400,000 石原設備 〃

二之宮地内配水管布設工事 御坂町二之宮 4,270,000 3,980,000 （有）宮下設備 〃

下水道関連国衙・下井之上地内配水管布設工事 御坂町国衙・下井之上 6,600,000 6,020,000 古屋設備 〃

下水道関連八千蔵地内配水管布設工事（1工区） 御坂町八千蔵 7,000,000 6,370,000 協和住建（株） 〃

市道石和453号線側溝改修工事 石和町井戸 2,230,000 2,150,000 （有）荻野土建 〃

市道境川176号線改良工事（2工区） 境川町前間田 8,360,000 8,190,000 初鹿工業（株） 〃

市道境川176号線舗装工事 境川町前間田 9,580,000 9,100,000 中央舗道建設（有） 〃

市道境川10号線舗装工事 境川町前間田 14,000,000 13,350,000 （株）早野組 〃

春日居地区配水管布設工事に伴う舗装本復旧工事 春日居町下岩下・桑戸・小松 14,300,000 13,800,000 （株）日昇建設 〃

一宮西小学校　コピー機レンタル 一宮西小学校印刷室 30,000 25,700 （株）小林事務機 平成20年1月31日

電話機器類購入 6,300,000 3,550,000 （株）ＮＴＴ東日本−山梨 〃

事務用機器類購入 17,550,000 16,945,000 （株）小林事務機 〃

市道改良関連配水管布設替工事第19-18工区（八代） 八代町岡 3,300,000 3,000,000 （有）椚設備 〃

下水道関連二ノ宮地内導・配水管本設工事 御坂町二之宮 10,500,000 9,600,000 （有）ツチヤ設備 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和7工区） 石和町井戸 10,700,000 10,270,000 （有）浅川住宅設備 〃

尾山地内石綿管布設替工事 御坂町尾山 15,340,000 14,000,000 （有）タナカ設備 〃

笛吹市役所南館LAN電源工事 9,600,000 9,220,000 （有）田中電気 〃

御坂児童センターブラインド等設置工事 御坂町栗合 1,750,000 1,400,000 ラボ(有) 〃

市道境川10号線安全施設設置工事 境川町前間田 4,600,000 4,390,000 （株）上組 〃

笛吹市役所南館案内標識設置工事 石和町市部 4,000,000 3,780,000 協和産業（株） 〃

一宮金沢憩いの森公園地すべり対策工事 一宮町金沢 1,940,000 1,910,000 （株）石和植木 〃

春日居町駅周辺広場整備工事 春日居町別田地区 2,880,000 2,830,000 （株）石和植木 〃

市道八代917号線改良工事 八代町奈良原 18,000,000 17,650,000 望月建設工業（株） 〃

下水道管渠布設工事第42工区(石和) 石和町井戸 19,600,000 18,600,000 （株）筒井建設 〃

下水道管渠布設工事第43工区(春日居) 春日居町別田 20,000,000 16,000,000 （有）松山興業 〃

下水道管渠布設工事第44工区(春日居) 春日居町鎮目 23,200,000 21,800,000 （株）須田組 〃

下水道管渠布設工事第41工区(石和） 石和町井戸 26,900,000 25,400,000 （株）窪川組 〃

御坂児童センター家電備品 御坂町栗合 950,000 760,000 （株）ふじでん笛吹営業所 平成20年2月7日

御坂児童センター一般備品 御坂町栗合 1,900,000 1,502,000 （株）小林事務機 〃

御坂児童センターパソコン等備品 御坂町栗合 1,900,000 1,390,000 （株）小林事務機 〃

器具消毒保管庫等購入 内小中学校 10,000,000 8,004,000 （株）トーレイ 〃

富士見小学校校舎他雨漏り補修工事 石和町今井 2,660,000 1,900,000 （有）佐野防水 〃

八代小学校屋内運動場屋根防水補修工事 八代町岡 4,300,000 3,225,000 （株）土屋工業 〃

下水道管渠布設工事第45工区(春日居) 春日居町下岩下・別田 3,140,000 2,880,000 （有）小越建設 〃

八代地区四ッ沢川ホタル水路建設工事 八代町岡 9,330,000 9,180,000 望月建設工業（株） 〃

舗装本復旧工事　第17工区（御坂） 御坂町 11,280,000 10,800,000 日東建設（株） 〃

御坂中学校　美術科室　机・椅子購入 御坂中学校美術科室 2,440,000 1,820,000 （株）三枝理研 平成20年2月21日

御坂町石綿管布設替工事実施設計業務委託 御坂町尾山・下野原・成田 2,550,000 1,785,000 （株）日水コン山梨事務所 〃

舗装本復旧工事第18工区（八代） 　八代町永井・増利　 5,100,000 4,880,000 （株）ＮＩＰＰＯコーポレーション山梨営業所 〃

下水道管路清掃業務委託（石-6処理分区） 石和町 6,000,000 5,340,000 (有)管清社 〃

下水道管路清掃業務委託(石-7処理分区） 石和町 6,600,000 6,067,000 （株）山梨環境サービス 〃

下水道関連蕎麦塚地内配水管布設替工事 御坂町蕎麦塚 4,500,000 4,130,000 （有）杉山管工業 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和8工区） 石和町四日市場 14,600,000 13,700,000 （有）佐野工業所 〃

下水道管渠布設工事第46工区（石和） 石和町四日市場 25,000,000 19,900,000 （株）窪川組　 〃

春日居町下岩下、春日居町熊野堂

笛吹市役所南館

笛吹市役所南館

笛吹市役所南館

広報ふえふき2008.04No.43
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●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
４
月
10
日
︵
木
︶・
24
日
︵
木
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
４
月
３
日
︵
木
︶・
17
日
︵
木
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

４
月
５
日︵
土
︶・
12
日︵
土
︶・
19
日︵
土
︶・

26
日
︵
土
︶

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
八
田
家
書
院
で
お
ひ
な
さ
ま
お
は
な
し
会

　
４
月
２
日
︵
水
︶
午
前
10
時
〜
11
時

　
八
田
家
書
院
︵
石
和
町
︶
に
て

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
４
月
８
日
︵
火
︶・
22
日
︵
火
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

︵
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
︶

●
楽
蔵(

映
画
会
・
お
話
・
工
作
︶

　
４
月
５
日
︵
土
︶
　
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
４
月
18
日
︵
金
︶

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

４
月
９
日
︵
水
︶

︻
あ
ん
よ
︼
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
︵
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
︶

︻
だ
っ
こ
︼
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
︵
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
︶　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
４
月
19
日
︵
土
︶午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
４
月
20
日
︵
日
︶午
後
２
時
か
ら

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

４
月
６
日
︵
日
︶・
13
日
︵
日
︶・
27
日
︵
日
︶

午
後
２
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
４
月
12
日
︵
土
︶午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

︵
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話
会

を
し
て
い
ま
す
︶

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

４
月
２
日
︵
水
︶・
９
日
︵
水
︶・
16
日
︵
水
︶

・
23
日︵
水
︶午
前
11
時
か
ら

　●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

４
月
５
日︵
土
︶午
後
２
時
か
ら

︵
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
︶

●
お
は
な
し
の
へ
や

も
も(

乳
幼
児
向
け)

４
月
８
日︵
火
︶・
22
日︵
火
︶

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
４
月
26
日︵
土
︶午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
４
月
12
日︵
土
︶午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
４
月
19
日︵
土
︶午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ

り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の

方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

石
和
図
書
館(

担
当
　
雨
宮)

☎
０
５
５(

２
６
２)

５
９
５
９

　1980年2月29日生まれ。千葉大学教育学部卒業。

　2004年、「冷たい校舎の時は止まる」で第31回メフィスト賞を受賞し、デビュー。新時

代の潮流に突如現れた、エンターテイメント界の大型新人として注目を集める。

　他の著書に「子どもたちは夜と遊ぶ」、「凍りのくじら」、「ぼくのメジャースプーン」、

「スロウハイツの神様」（すべて講談社ノベルス）がある。

　また、「月刊少年マガジン」で漫画化された「冷たい校舎の時は止まる」が好評連載中。

「誰が、自殺なんて」「それがきちんと覚えていないんだ⋯」
不可思議なタイムスリップで3カ月先から戻された依田いつかは、これから起こる「誰か」
の自殺を止めるため、同級生と「放課後の名前探し」を始める—。最後までひきつける
謎解きの面白さ、そして“こんな友達がいたら—”と思わせる、待望の青春ミステリー。

作家さんになりたいとずっと思っていました。とにかく、小さい頃
から本を読むことも書くことも大好きだったので。

大ファンは綾辻行人。(ペンネームに名前から一字いただいたとか⋯)
ほかに宮部みゆき、伊坂幸太郎、梨木香歩。

本が好きな子どもでした。小学1生生の頃、図書の先生のことが大好きで、
休み時間と放課後、毎日図書室に行くのが楽しみでした。今の私があるのは、
先生と小学校の図書室があったからだと思っています。

子どもの頃、どんな子でしたか？

インタビューインタビューインタビューインタビュー

好きな作家は？

好きなキャラクターは？　幼少期からドラえもんの大ファンです。

好きな絵本は？　「ぐりとぐら」「もこもこもこ」「はらぺこあおむし」「こんとあき」

将来何になりたいと思っていましたか？

いつか絵本かジュブナイル（ヤングアダルト文学）を書いてみたいです。これからしてみたいことは？

以前は書くことが一番楽しかったですが、今は本を読むことと、友達に会うこと。今一番楽しいことは？

自分が楽しいと思うことをやり続けていたら、いつの間にかここまで
来ていました。皆さんにも、本を通じて楽しんでいただければ嬉しい

皆さんに伝えたいことはありますか？

辻村深月氏プロフィール辻村深月氏プロフィール辻村深月氏プロフィール辻村深月氏プロフィール

あらすじ

今年2月22日石和図書館にて
サイン入りの新刊各３冊を
寄贈してくださいました。
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市内全図書館に
辻村深月コーナーが
設置されています。
ぜひご覧ください。
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①

②

　石和駅前土地区画整理事業による石和温泉駅前広場工事が3月に完了し、4月1日から石和温泉駅

前広場が新しくなります。それに伴い、車での利用方法が次のように変わります。

①車の進入口は広場の西側　②一般車の利用スペースは広場の東側

　石和駅前土地区画整理事業による石和温泉駅前広場工事が3月に完了し、4月1日から石和温泉駅

前広場が新しくなります。それに伴い、車での利用方法が次のように変わります。

①車の進入口は広場の西側　②一般車の利用スペースは広場の東側

4月1日から石和温泉駅前公園（石和温泉駅前広場西側）の足湯

をご利用いただけます。ぜひお越しください。　※利用無料

■問合せ先　市建設部区画整理事務所

　☎０５５（２６２）１８０１

■タクシー　　　　■一般車

　　一般車の通行路　■歩道

▼大蔵経寺山山林火災の消火活動に参加
した、地元消防団に所属する知人が、「消
火活動にあたる中で、地域コミュニティ
の力の強さを実感した」ということを話
していました。話を聞いてみると、住民
の方たちが炊き出しなどで消火活動を支
援する姿を見て、そう感じたようでした。
私自身も、つい最近住宅火災を目の前で

見たことがあり、現場で必死に消火活動
を行う地元消防団の姿に、その力強さ、
頼もしさを感じました。同時に、本当に
いざという時に力を発揮するのは、「地域」
なのだと改めて実感しました。地域とい
う人と人とのつながりが、その地域を守
り、そして育てていくのだと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（H）
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